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戦
間
期
に
お
け
る
地
方
銀
行
の
破
綻
と
再
生
に
関
す
る
史
料

-
四
日
市
銀
行
の
事
例
-

模

谷

勝

美

Ⅰ

は
じ
め
に

戦
前
の
日
本
の
金
融
界
で
は
､
銀
行
の
重
役
が
経
営
す
る
事
業
の
資
金
を
大
量
に
貸
付
け
る
傾
向
が
あ
り
､
そ
の
事
業
の
破
綻

の
あ
お
り
を
受
け
､
銀
行
の
倒
産
が
よ
く
お
こ
っ
た
｡
一
九
二
七
年
の
｢
金
融
恐
慌
｣
は
､
そ
の
代
表
例
で
あ
っ
た
が
､
今
回
史

料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
四
日
市
銀
行
も
､
特
定
の
銀
行
幹
部
の
事
業
の
た
め
の
｢
機
関
銀
行
｣
の
性
格
が
払
拭
で
き
ず
､
頭
取

の
事
業
の
失
敗
で
遂
に
一
九
三
二
年
三
月
に
預
金
取
付
け
に
あ
い
破
綻
し
た
事
例
の
一
つ
で
あ
る
｡
一
九
一
五
年
か
ら
一
二
年
ま

で
琴
二
代
の
頭
取
で
あ
っ
た
伊
藤
小
左
衛
門
の
家
業
の
破
綻
時
に
は
､
頭
取
の
退
任
と
担
保
の
資
金
化
に
よ
り
銀
行
に
悪
影
響
な

く
処
理
し
た
の
で
あ
る
が
､
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
三
〇
年
ま
で
第
五
代
の
頭
取
を
務
め
た
熊
澤
一
衛
の
場
合
に
は
彼
の
事
業
が

電
鉄
業
で
多
く
の
資
金
を
固
定
化
す
る
性
格
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
､
彼
が
そ
の
は
か
に
も
不
動
産
業
金
融
業
な
ど
多
く
の
事
業
を

手
が
け
当
時
の
不
況
の
中
で
遊
休
資
金
を
抱
え
る
銀
行
に
と
っ
て
上
得
意
先
で
､
そ
の
た
め
経
営
陣
の
な
か
で
強
い
立
場
に
た
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
､
払
込
資
本
金
に
は
ば
匹
敵
す
る
は
ど
の
金
額
を
彼
の
事
業
に
貸
付
け
る
の
に
歯
止
め
が
効
か
な
か
っ
た
こ
と
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か
ら
､
外
部
か
ら
の
監
視
が
な
け
れ
ば
四
日
市
銀
行
は
､
早
晩
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
当
時
か
ら
大
蔵
省
の
銀
行

検
査
で
そ
の
毎
に
重
役
貸
に
つ
い
て
ほ
厳
重
な
注
意
を
受
け
て
い
た
が
､
な
か
な
か
整
理
が
進
ま
な
か
っ
た
｡
史
料
は
そ
の
点
を

よ
く
表
わ
し
て
い
る
｡

一
九
二
九
年
､
熊
澤
頭
取
ほ
贈
賄
事
件
で
起
訴
さ
れ
た
が
､
一
九
三
〇
年
い
っ
ぱ
い
取
締
役
と
し
て
残
っ
て
い
た
｡
前
の
伊
藤

頭
取
に
対
す
る
銀
行
の
処
置
と
比
べ
､
熊
澤
頭
取
の
銀
行
で
の
地
位
の
重
さ
が
伺
え
る
｡
預
金
返
済
不
能
に
陥
っ
た
銀
行
は
､
そ

の
後
責
任
を
と
る
べ
き
重
役
の
私
財
の
捏
供
と
知
事
を
中
心
と
し
た
地
元
の
支
援
で
､
一
九
三
四
年
頃
か
ら
再
建
を
め
ざ
し
た
が
､

容
易
に
進
ま
ず
一
九
三
九
年
に
な
っ
て
住
友
銀
行
の
支
援
で
再
生
を
は
た
し
た
｡
そ
の
際
の
主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
住
友
銀
行
と
伊

藤
伝
七
な
ど
の
地
元
側
資
本
と
の
間
で
乱
耕
が
あ
り
､
大
蔵
省
も
地
元
側
を
支
援
す
る
か
の
よ
う
な
通
牒
を
発
し
て
い
る
点
が
興

味
深
い
｡

こ
こ
に
掲
載
し
た
史
料
は
､
銀
行
が
大
蔵
省
に
た
い
し
て
経
営
の
実
態
を
報
告
す
る
も
の
が
多
く
貴
重
な
史
料
を
含
ん
で
お
り
､

昭
和
地
方
金
融
史
の
研
究
に
な
に
が
し
か
の
貢
献
を
果
た
す
も
の
で
あ
ろ
う
｡
史
料
一
三
､
史
料
一
九
､
史
料
≡
､
史
料
二
三

は
日
本
銀
行
編
『
日
本
金
融
史
資
料
昭
和
続
編
付
録
第
二
巻
』
所
収
史
料
で
あ
る
が
､
そ
れ
以
外
ほ
す
べ
て
三
重
銀
行
所
蔵
史
料

で
あ
る
｡
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本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
､
三
重
銀
行
､
四
日
市
市
市
史
編
纂
室
に
史
料
閲
覧
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
｡
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
｡

Ⅲ

史
料
解
題

[
史
料
二
一
九
二
〇
年
七
月
三
日

四
日
市
銀
行
頭
取
(
伊
藤
小
左
衛
門
)
か
ら
三
重
県
内
務
部
長
宛
答
申
書
で
､
第
一
次

●

●
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●

大
戦
後
の
反
動
恐
慌
の
た
め
に
重
役
貸
大
口
貸
の
回
収
が
進
ん
で
い
な
い
旨
の
釈
明
を
し
て
い
る
｡
四
日
市
銀
行
は
頭
取
の
関
係

事
業
を
ほ
じ
め
そ
の
他
の
重
役
の
事
業
に
対
す
る
貸
付
が
多
く
､
い
わ
ゆ
る
｢
機
関
銀
行
｣
的
性
格
が
強
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

こ
の
と
き
頭
取
で
あ
っ
た
伊
藤
小
左
衛
門
は
日
本
の
製
糸
業
､
製
茶
業
の
先
駆
者
で
明
治
初
期
に
活
躍
し
た
5
世
伊
藤
小
左
衛
門

尚
長
の
孫
の
7
世
伊
藤
小
左
衛
門
で
､
一
九
一
五
年
一
二
月
頭
取
に
就
任
し
て
い
た
｡
彼
は
別
に
家
業
の
製
茶
業
と
醤
油
醸
造
業

を
営
ん
で
い
た
｡
表
に
あ
る
伊
藤
友
五
郎
､
伊
藤
千
治
郎
は
彼
の
息
子
で
あ
る
｡

[
史
料
二
]
一
九
二
〇
年
一
二
月
一
三
日

三
重
県
内
務
部
長
か
ら
四
日
市
銀
行
頭
取
宛
照
会
で
､
重
役
及
び
大
口
貸
出
の
回

収
に
就
い
て
指
示
が
さ
れ
て
い
る
｡

[
史
料
二
]
一
九
二
一
年
一
月
六
日

四
日
市
銀
行
頭
取
か
ら
三
重
県
内
務
部
長
宛
答
申
書
で
､
財
界
不
況
の
折
回
収
は
あ
ま

り
進
ん
で
い
な
い
と
釈
明
し
て
い
る
｡
頭
取
の
伊
藤
小
左
衛
門
の
事
業
は
第
一
次
大
戦
後
の
反
動
恐
慌
の
打
撃
を
受
け
た
よ
う
で

あ
る
｡
彼
は
､
一
九
二
一
年
七
月
頭
取
か
ら
平
取
締
に
退
い
た
｡
後
任
に
は
高
田
隆
平
が
就
任
し
た
が
､
彼
は
次
の
頭
取
の
熊
澤

一
衛
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
｡
後
の
四
日
市
銀
行
破
綻
劇
の
主
役
と
な
る
熊
澤
一
衛
は
､
一
九
二
〇
年
一
月
取
締
役
と
な
り
､
一

九
二
五
年
一
二
月
頭
取
に
昇
任
し
た
｡

[
史
料
四
]
一
九
二
三
年
五
月
四
日

四
日
市
銀
行
か
ら
大
蔵
大
臣
宛
上
申
書
で
､
重
役
関
係
の
貸
出
は
払
込
資
本
金
の
二
〇

分
の
一
を
超
過
し
な
い
こ
と
を
誓
約
し
た
｡

[
史
料
五
]
一
九
二
四
年
一
月
一
六
日

四
日
市
銀
行
頭
取
か
ら
大
蔵
大
臣
宛
上
申
書
で
､
大
口
貸
付
の
内
震
災
手
形
関
係
か

ら
回
収
が
進
ん
で
い
な
い
も
の
と
前
頭
取
､
当
時
監
査
役
の
伊
藤
小
左
衛
門
関
係
に
対
す
る
固
定
貸
の
回
収
が
進
ん
で
い
な
い
こ

と
を
述
べ
､
伊
藤
小
左
衛
門
の
四
日
市
銀
行
へ
の
返
済
計
画
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
が
､
他
の
重
役
へ
の
貸
付
が
報
告
さ
れ
て
い

な
い
の
が
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
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[
史
料
｣
ハ
]
一
九
二
四
年
七
月
一
五
日

四
日
市
銀
行
頭
取
か
ら
大
蔵
大
臣
宛
上
申
書
で
､
伊
藤
小
左
衛
門
の
事
業
が
破
綻
し

て
債
権
の
整
理
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
｡

[
史
料
七
]
一
九
二
六
年
四
月
九
日

三
重
県
内
務
部
長
か
ら
四
日
市
銀
行
頭
取
宛
に
固
定
的
な
大
口
貸
､
重
役
貸
の
整
理
状

況
に
対
す
る
照
会
を
し
た
も
の
で
あ
る
｡

[
史
料
八
]
一
九
二
六
年
五
月
一
四
日

四
日
市
銀
行
頭
取
(
熊
澤
一
衛
)
か
ら
大
蔵
大
臣
宛
上
申
書
で
､
伊
藤
小
左
衛
門
関

係
の
債
権
回
収
の
見
込
み
が
立
っ
た
こ
と
の
報
告
､
伊
藤
小
左
衛
門
は
破
綻
時
に
担
保
付
き
と
無
担
保
を
あ
わ
せ
て
､
四
日
市
銀

行
に
三
八
八
千
円
の
債
務
を
負
っ
て
い
た
｡

[
史
料
九
]
一
九
二
七
年
一
月
六
日

四
日
市
銀
行
頭
取
か
ら
大
蔵
大
臣
宛
上
申
書
で
､
伊
藤
小
左
衛
門
関
係
の
債
権
回
収
の

結
果
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
｡
尚
伊
藤
小
左
衛
門
は
一
九
二
八
年
六
月
一
〇
日
に
死
去
し
た
｡

[
史
料
一
〇
]
一
九
二
八
年
八
月
六
日

大
蔵
省
銀
行
検
査
官
か
ら
四
日
市
銀
行
の
資
産
運
用
に
つ
い
て
の
詳
細
な
質
問
及
び

そ
れ
に
対
す
る
四
日
市
銀
行
頭
取
､
専
務
､
支
配
人
の
連
名
の
大
蔵
省
銀
行
検
査
官
宛
答
申
書
で
､
頭
取
の
熊
澤
関
係
の
固
定
資

産
が
多
い
が
､
担
保
付
き
で
返
済
確
実
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
た
｡
ま
た
金
融
が
緩
慢
で
あ
る
の
で
収
益
の
確
保
の
た
め
に
事
業

の
内
容
を
知
悉
し
て
い
る
重
役
関
係
の
貸
出
も
重
要
で
あ
る
と
､
一
種
居
直
り
的
な
答
弁
を
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
｡

[
史
料
一
二
一
九
二
八
年
九
月
六
日

四
日
市
銀
行
頭
取
か
ら
大
蔵
大
臣
宛
上
申
書
で
､
伊
藤
小
左
衛
門
か
ら
流
込
不
動
産

の
資
金
化
に
つ
い
て
の
報
告
で
比
較
的
担
保
が
豊
富
で
あ
っ
た
の
で
､
銀
行
の
損
失
は
僅
か
に
留
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

[
史
料
一
二
]
一
九
二
八
年
一
一
月
二
一
日

大
蔵
省
銀
行
局
長
か
ら
四
日
市
銀
行
頭
取
宛
銀
行
検
査
の
結
果
通
知
で
､
昭
和

三
年
銀
行
検
査
の
結
果
不
備
不
穏
当
な
事
項
が
あ
る
の
で
銀
行
に
整
理
状
況
を
毎
月
報
告
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
｡

[
史
料
一
三
]
一
九
二
九
年
九
月
一
七
日

日
本
銀
行
名
古
屋
支
店
長
か
ら
総
裁
宛
報
告
で
､
頭
取
が
贈
賄
事
件
で
送
検
さ
れ
､
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そ
の
結
果
四
日
市
銀
行
に
預
金
取
付
け
が
お
こ
っ
た
が
期
さ
れ
て
い
る
｡
尚
こ
の
預
金
取
付
け
は
短
時
日
で
鎮
静
化
し
た
｡

[
史
料
一
四
]
一
九
二
九
年
九
月

熊
澤
一
街
頭
取
は
､
伊
藤
電
鉄
の
路
線
免
許
と
叙
勲
に
絡
む
贈
賄
容
疑
で
起
訴
さ
れ
た
｡

さ
ら
に
一
九
三
三
年
二
月
彼
は
､
業
務
上
横
領
と
背
任
の
容
疑
で
起
訴
さ
れ
た
｡
こ
の
史
料
は
裁
判
記
録
の
一
部
で
あ
る
｡
一
九

三
〇
年
一
月
熊
澤
一
衛
は
頭
取
か
ら
平
取
締
に
降
格
し
､
同
年
一
二
月
に
は
取
締
役
も
退
任
し
た
｡
後
任
の
頭
取
は
三
輪
接
が
就

任
し
た
｡

[
史
料
一
五
]
一
九
三
一
年
六
月
三
〇
日

大
蔵
省
銀
行
局
長
か
ら
四
日
市
銀
行
頭
取
(
三
輪
綴
)
宛
に
､
一
九
二
八
年
一
一

月
の
銀
行
検
査
の
時
の
重
役
大
口
貸
を
整
理
回
収
す
る
と
い
う
約
束
が
履
行
さ
れ
ず
に
､
逆
に
増
加
し
て
い
る
と
の
警
告
で
あ
る
｡

[
史
料
一
六
]
一
九
三
一
年
九
月
九
日

四
日
市
銀
行
頭
取
か
ら
大
蔵
省
銀
行
局
長
宛
答
申
書
で
､
鋭
意
回
収
に
努
力
す
る
と

三
年
前
の
[
史
料
一
〇
]
と
う
っ
て
か
わ
っ
て
低
姿
勢
で
答
弁
し
て
い
る
｡

[
史
料
一
七
]
一
九
三
二
年
三
月
五
日

預
金
取
付
け
に
遭
遇
し
､
休
業
し
た
経
過
を
記
し
た
も
の
で
､
四
日
市
銀
行
の
調
査

部
が
作
成
し
一
九
三
四
年
一
一
月
に
大
蔵
省
の
検
査
の
際
提
出
し
た
書
類
で
あ
る
｡
銀
行
休
業
の
時
点
で
熊
澤
一
衛
及
び
彼
の
事

業
に
対
し
六
七
三
万
円
を
貸
付
て
お
り
､
こ
れ
は
払
込
資
本
金
の
九
割
､
総
貸
出
高
の
二
割
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
｡
し
か

も
担
保
の
伊
勢
電
鉄
株
の
値
下
が
り
に
よ
り
そ
の
回
収
は
ほ
と
ん
ど
困
難
で
あ
っ
た
｡

[
史
料
一
八
]
一
九
三
四
年
二
一
月
五
日

四
日
市
銀
行
全
重
役
か
ら
大
蔵
省
銀
行
検
査
官
宛
答
申
書
で
､
一
〇
〇
〇
万
円
以

上
の
欠
損
見
込
み
に
対
し
対
策
が
立
た
ず
､
し
か
も
核
心
的
な
質
問
に
対
し
て
は
一
〇
日
後
ま
で
に
答
申
す
る
と
述
べ
た
に
と
ど

ま
っ
た
｡
(
そ
の
史
料
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
｡
)

[
史
料
一
九
]
一
九
三
九
年
八
月
三
〇
日

日
銀
名
古
屋
支
店
長
か
ら
総
裁
宛
報
告
で
､
知
事
を
は
じ
め
地
元
の
四
日
市
銀
行

再
建
支
援
が
再
建
に
消
極
的
で
あ
っ
た
大
蔵
省
を
動
か
し
､
四
日
市
銀
行
の
再
生
に
こ
ぎ
つ
け
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡
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[
史
料
二
〇
]
一
九
三
九
年
九
月
七
日

支
援
を
依
板
し
た
住
友
銀
行
か
ら
四
日
市
銀
行
に
､
支
援
の
条
件
と
し
て
壱
万
株
の

譲
渡
､
重
役
人
事
､
重
要
事
項
の
事
前
相
談
が
提
起
さ
れ
た
｡

[
史
料
二
一
]
一
九
三
九
年
一
〇
月
二
九
日

日
銀
名
古
屋
支
店
長
か
ら
総
裁
宛
報
告
で
､
四
日
市
銀
行
は
四
分
の
一
に
減
資

し
住
友
銀
行
の
支
援
を
受
け
て
再
建
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
｡
再
建
に
動
い
た
地
元
有
力
者
と
住
友
銀
行
の
間
で
重
役
の
配
分
を

め
ぐ
っ
て
鞠
あ
て
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡

[
史
料
二
二
]
一
九
三
九
年
二
月
二
四
日
三
重
県
を
通
じ
大
蔵
省
か
ら
四
日
市
銀
行
へ
の
指
示
事
項
で
､
営
業
基
盤
を
四

日
市
市
と
し
中
小
企
業
金
融
を
殊
と
し
､
住
友
銀
行
か
ら
経
営
の
独
立
性
を
維
持
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
｡

[
史
料
二
三
]
一
九
三
九
年
一
二
月
二
八
日

日
銀
名
古
屋
支
店
長
か
ら
総
裁
宛
報
告

｢
三
重
銀
行
｣
と
改
称
し
て
開
業
し
た
営
業
初
日
の
模
様
で
あ
る
｡
重
役
は
地
元
側
か
ら
会
長
に
伊
藤
博
七
､
頭
取
九
鬼
紋
七
､

取
締
小
菅
弘
そ
の
他
､
住
友
銀
行
側
か
ら
専
務
､
取
締
役
兼
支
配
人
､
監
査
役
の
三
人
が
就
任
し
た
｡

Ⅲ

史料

[
史
料
1
]

大
正
九
年
六
月
二
十
一
日
付
農
第
四
〇
五
七
号
を
以
て
御
示
達
相
成
侯
条
件
に
付
左
に
送
信
仕
候

一
､
石
原
彦
四
郎
に
対
す
る
不
確
実
債
権
拾
六
寓
千
八
百
九
拾
四
円
は

(
以
下
略
)

二
､
三
､
四
､
の
三
項
目
に
分
ち
御
示
達
相
受
け
侯
重
役
関
係
貸
出
高
の
各
人
別
其
他
大
口
貸
出
金
(
五
拾
万
円
以
上
)

の
各
人

別
移
動
並
び
に
回
収
方
針
は
別
紙
明
細
表
の
通
り
に
有
之
侯
実
は
本
年
四
月
二
日
大
蔵
省
検
査
官
御
出
張
当
時
の
御
訓
辞
に
従
ひ

透
か
ず
回
収
に
着
手
致
侯
折
柄
同
月
中
旬
以
後
に
於
け
る
財
界
の
激
変
に
連
れ
諸
株
式
の
急
落
商
品
界
の
不
況
は
実
に
名
状
す
べ
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か
ら
ざ
る
状
態
に
有
之
従
っ
て
其
回
収
も
亦
意
の
如
く
相
運
び
不
申
漸
く
に
し
て
百
数
拾
万
円
の
回
収
に
止
ま
り
た
る
次
第
に
御

座
候
乍
去
下
半
季
に
入
り
財
界
の
棺
安
定
を
見
る
に
至
り
侯
は
ば
予
期
の
回
収
を
遂
げ
得
ら
れ
侯
事
と
確
信
仕
侯
間
将
来
共
御
諭

達
の
主
旨
に
背
か
ざ
る
様
充
分
の
注
意
を
以
て
整
理
回
収
可
任
侠

右
答
申
仕
侯
也

大
正
九
年
七
月
三
日

株
式
会
社
四
日
市
銀
行頭取

伊
藤
小
左
衛
門

三
重
県
内
務
部
長
岸
本
康
通
殿重
役
関
係
貸
出
高
各
人
別
表

検
査
当
日
貸
出
高

東
海
電
線
㈱

㈱
伊
藤
醤
油
部

㈱
伊
藤
製
茶
部

㈱
伊
藤
製
薬
部

三
重
製
糸
㈱

日
進
工
業
㈱

四
日
市
鉄
道
㈱

伊
藤
友
五
郎

三
八
〇
､
0
0
〇

一
七
二
､
五
〇
〇

三
七
一
､
八
五
五

一
〇
〇
､
0
0
〇

三
〇
〇
､
0
0
〇

二
五
､
0
0
〇

三
〇
､
0
0
〇

五
一
三
､
0
0
0

上
半
季
貸
出
高

四
八
〇
､
0
0
〇

一
七
八
､
五
〇
〇

三
九
一
､
八
五
五

九
四
､
0
0
0

〇

二
五
､
0
0
〇

三
〇
､
0
0
〇

三
二
八
､
五
入
九
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伊
藤
千
治
郎

高
田
隆
平

三
輪
綴

九
鬼
紋
七

三
輪
達
之
助

熊
澤
一
衛

合計

五
二
､

九
四
､

三
六
､

二
八
八
､五､

七
一
五

五
〇
〇

七
六
五

九
九
八

一
八
五

五
二
､

九
一
､

三
六
､

一
〇
〇
､

一
､
二
七
五
､
六
二
八

三
､
六
四
六
､
四
四
六

八
七
八
､

二
､
六
八
六
､

七
一
五

〇
〇
〇

二
三
三

〇
〇
〇〇

二
〇
九

一
〇
三
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[
史
料
二
]

農
四
〇
五
七
ノ
二

大
正
九
年
十
二
月
十
三
日

内
務
部
長

株
式
会
社
四
日
市
銀
行
頭
取
殿

過
般
大
蔵
省
検
査
の
成
績
に
鑑
み
放
資
状
況
偏
俺
せ
る
に
付
注
意
方
の
件
に
関
し
て
は
本
年
七
月
三
日
付
答
申
の
次
第
も
有
之
侯

処
一
般
財
界
の
状
勢
に
よ
り
重
役
関
係
の
貸
出
其
他
大
口
貸
付
に
対
し
て
は
予
期
の
回
収
を
挙
げ
る
上
に
十
分
な
努
力
を
要
す
る

義
と
存
侯
処
右
整
理
の
状
況
は
い
か
な
る
方
針
を
以
て
那
辺
迄
進
行
せ
る
や
詳
細
承
知
致
度
此
段
再
度
の
照
会
候
也

●

●
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[
史
料
三
]

大
正
九
年
十
二
月
十
三
日
付
農
第
四
〇
五
七
号
ノ
二
を
以
て
御
示
達
相
也
侯
件
左
に
答
申
申
仕
侯

当
銀
行
重
役
関
係
並
び
に
大
口
貸
出
金
額
回
収
の
義
に
付
い
て
は
客
年
四
月
弐
日
大
蔵
省
検
査
官
御
出
張
当
時
の
御
訓
辞
及
び
昨

年
六
月
二
十
一
日
付
御
示
達
の
次
第
も
有
之
侯
付
鋭
意
回
収
に
努
め
居
候
へ
ど
も
財
界
の
風
潮
益
々
悪
化
の
折
柄
急
速
に
所
期
の

回
収
を
遂
げ
難
く
侯
為
別
紙
明
細
表
の
通
り
昨
年
上
半
期
末
に
比
し
百
五
拾
余
万
円
の
回
収
に
過
ぎ
ざ
る
次
第
に
御
座
候
就
い
て

は
今
後
と
錐
も
機
宜
に
応
じ
御
諭
達
の
趣
旨
に
背
か
ぬ
様
心
懸
け
充
分
の
注
意
を
以
て
漸
次
回
収
に
努
力
可
仕
侯

右
答
申
任
侠
也

大
正
拾
年
壱
月
六
日

株
式
会
社
四
日
市
銀
行
頭
取

伊
藤
小
左
衛
門

三
重
県
内
務
部
長
岸
本
康
通
殿

[
史
料
四
]

上
申
書

本
年
四
月
二
十
三
日
大
蔵
事
務
官
色
部
貢
殿
株
式
会
社
四
日
市
貯
蓄
銀
行
御
検
査
の
序
を
以
て
当
行
大
口
貸
付
御
調
査
相
成
候
節

差
出
侯
証
に
基
き
大
口
貸
出
及
び
重
役
関
係
貸
に
対
す
る
事
項
に
付
き
本
日
重
役
会
相
関
き
左
記
の
通
り
書
面
を
以
て
申
し
合
わ

せ
任
侠

一
､
重
役
関
係
貸
及
び
其
他
大
口
貸
中
整
理
不
充
分
の
も
の
は
迅
速
整
理
を
遂
ぐ
る
こ
と

一
､
箱
根
土
地
株
式
会
社
､
静
岡
電
力
株
式
会
社
に
対
す
る
貸
出
金
は
期
日
回
収
し
寓
止
む
を
得
ざ
る
場
合
と
錐
も
各
残
高
を
弐
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拾
万
円
以
内
に
縮
減
す
る
こ
と

一
､
当
座
預
金
貸
越
金
高
は
契
約
極
度
を
超
過
せ
ざ
る
様
整
理
す
る
こ
と
尚
信
用
確
実
に
し
て
担
保
付
き
の
も
の
と
錐
も
一
人
に

対
す
る
極
度
金
額
五
万
円
を
超
過
せ
ぎ
る
こ
と

一
､
重
役
関
係
貸
出
は
当
行
払
込
資
本
金
の
弐
十
分
の
一
を
超
過
せ
ざ
る
こ
と

右
上
可
仕
侯
也

大
正
十
二
年
五
月
四
日

株
式
会
社
四
日
市
銀
行

大
蔵
大
臣
市
来
乙
彦
殿
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[
史
料
五
]

上
申
書

当
行
大
口
貸
出
並
び
に
重
役
関
係
貸
出
に
対
す
る
大
正
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
回
収
金
別
表
の
通
り
に
候
聞
こ
の
段
上
申

申
侯
也

大
正
十
三
年
一
月
十
六
日

三
重
県
四
日
市
蔵
町

株
式
会
社
四
日
市
銀
行

頭取

高
田
隆
平

大
蔵
大
臣
勝
田
主
計
殿
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五
拾
万
円
以
上
大
口
貸
出
人
名
表

人名
八
月
三
十
一
日

現
在
貸
出
高

静
岡
電
力
株
式
会
社

五
四
〇
､
0
0
0

回
収
金
高

十
二
月
三
十
一
日

現
在
貸
出
高

一
九
〇
､
0
0
〇

三
五
〇
､
0
0
0

右
昨
年
十
月
同
社
株
式
払
込
金
を
以
て
全
部
回
収
仕
置
侯
処
九
月
一
日
の
大
震
災
に
依
り
該
払
込
金
は
余
儀
な
く
同
社
の
震
災
地

に
お
け
る
他
銀
行
借
入
金
返
済
に
充
当
せ
し
を
以
て
全
部
返
済
の
運
び
に
至
ら
ず
残
額
に
対
し
て
は
更
に
機
を
見
て
同
社
の
株
式

払
込
を
為
す
迄
此
儀
据
置
き
希
望
申
侯
に
付
暫
く
回
収
を
猶
予
致
侯

参照

御
検
査
当
時
の
貸
出
高
九
拾
六
寓
弐
千
円
に
し
て
今
日
ま
で
の
回
収
総
額
六
拾
壱
寓
弐
千
円
に
有
之
侯

人名

八
月
三
十
一
日

現
在
貸
出
高

箱
根
土
地
株
式
会
社

二
五
〇
､
0
0
0

回
収
金
高

十
二
月
三
十
一
日

備考

現
在
貸
出
高

二
五
〇
､
0
0
0

全
部
担
保
付

右
本
年
中
に
残
高
十
寓
円
以
内
に
回
収
減
額
の
こ
と
に
具
申
致
置
候
処
震
災
地
手
形
の
関
係
上
延
期
継
承
申
出
候
に
付
追
っ
て
機

を
見
て
漸
次
回
収
可
任
侠

参照

御
検
査
当
時
の
貸
出
高
八
拾
万
円
に
し
て
今
日
迄
の
回
収
総
額
五
拾
五
万
円
に
有
之
侯

重
役
関
係
貸
出
金
人
名
表

人名伊
藤
小
左
衛
門

八
月
三
十
一
日

現
在
貸
出
高

三
四
三
､
一
七
六

回
収
金
高

十
二
月
三
十
一
日

備考

現
在
貸
出
高

二
八
､
九
〇
〇

三
一
四
､
二
七
六

全
部
担
保
付
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株
式
会
社

伊
藤
製
茶
部

株
式
会
社

伊
藤
醤
油
部

合計

一
六
〇
､
0
0
0

一
四
〇
､
0
0
〇

六
四
三
､
一
七
六

内
拾
寓
円
担
保
付

一
､
0
0
〇

一
五
九
､
0
0
0

残
高
信
用

一
三
一
､
0
0
0

信用

九
､
0
0
〇

三
八
､
九
〇
〇

六
〇
四
､
二
七
六
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右
関
東
震
災
の
為
影
響
を
受
け
関
係
事
業
の
回
復
意
の
如
く
な
ら
ず
輸
出
茶
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
在
貨
減
退
せ
ず
し
て
昨
夏
以
来

の
業
績
良
好
な
ら
ず
回
収
極
め
て
遅
緩
に
候
へ
ど
も
貸
出
残
高
に
対
す
る
返
済
方
法
と
し
て
本
人
よ
り
別
紙
写
し
の
通
り
申
出
侯

右
に
付
二
月
上
旬
迄
に
御
庁
へ
出
頭
委
曲
具
陳
致
仕
侯

証貴
行
よ
り
借
入
金
参
拾
壱
萬
四
千
弐
百
七
拾
六
円
弐
拾
壱
銭
の
内
金
参
寓
円
は
本
年
内
に
返
金
し
更
に
大
正
拾
四
年
中
に
於
て
担

保
品
処
分
の
上
残
高
金
拾
八
寓
円
以
内
に
減
額
返
金
可
致
侯

大
正
拾
参
年
壱
月
拾
五
日

伊
藤
小
左
衛
門

印
株
式
会
社
四
日
市
銀
行
御
中

証

目
下
当
社
所
有
動
産
並
び
に
不
動
産
を
提
供
し
生
命
保
険
会
社
よ
り
資
金
調
達
中
に
付
き
貴
行
よ
り
借
入
金
拾
五
寓
九
千
円
の
内

金
拾
寓
円
は
本
年
上
半
季
中
に
返
金
残
額
ほ
大
正
拾
四
年
以
降
三
ケ
年
間
内
に
完
済
致
侯

大
正
拾
参
年
壱
月
拾
五
日

●

●
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株
式
会
社
伊
藤
製
茶
部

専
務
取
締
役
伊
藤
小
左
衛
門

印

株
式
会
社
四
日
市
銀
行
御
中

証

貴
行
よ
り
借
入
金
拾
参
寓
壱
千
円
の
内
金
五
寓
円
は
本
年
八
月
当
社
株
式
払
込
金
並
び
に
回
収
金
を
以
て
本
年
内
に
返
金
し
大
正

拾
四
年
中
に
残
額
全
部
返
金
可
致
侯

大
正
拾
参
年
壱
月
拾
五
日

株
式
会
社
伊
藤
醤
油
部

専
務
取
締
役
伊
藤
小
左
衛
門

株
式
会
社
四
日
市
銀
行
御
中

[
史
料
六
]

上
申
書

当
行
重
役
関
係
貸
出
に
対
す
る
大
正
十
三
年
六
月
三
十
日
現
在
回
収
金
別
表
の
と
お
り
に
侯
間
こ
の
段
上
申
侯
也

大
正
拾
参
年
七
月
拾
五
日

三
重
県
四
日
市
市
蔵
町

株
式
会
社
四
日
市
銀
行

147



資 料

大
蔵
大
臣
浜
口
雄
幸
殿

人名伊
藤
小
左
衛
門

株
式
会
社

伊
藤
製
茶
部

株
式
会
社

伊
藤
醤
油
部

合計

頭取

高
田
隆
平

148

重
役
関
係
貸
出
金
人
別
表

十
二
年
十
二
月
三
十
一
日

現
在
貸
出
額

三
一
四
､
±
七
六

回
収
金
額
十
三
年
六
月
三
十
日

現
在
貸
出
額

一
二
七
､
九
〇
〇
一
入
六
､
三
七
五

一
五
九
､
0
0
0

一
五
九
､
0
0
0

一
三
一
､
0
0
〇

六
〇
四
､
二
七
六

三
三
､
0
0
〇

九
八
､
0
0
〇

一
六
〇
､
九
〇
〇
四
四
三
､
三
七
五

右
の
内
株
式
会
社
伊
藤
製
茶
部
に
対
す
る
貸
出
金
は
上
半
季
中
に
金
拾
高
円
回
収
の
予
定
な
り
し
も
其
後
生
命
保
険
会
社
よ
り
資

金
調
達
不
能
に
帰
し
た
る
為
資
金
難
に
陥
り
遂
に
行
詰
ま
り
の
状
態
を
呈
し
た
る
を
以
て
債
権
者
会
を
開
き
た
る
結
果
委
員
を
選

定
し
目
下
整
理
進
行
中
に
有
之
侯
依
っ
て
同
社
の
具
体
的
整
理
方
法
出
来
の
上
改
め
て
具
申
可
仕
侯

尚
同
社
債
権
者
の
主
た
る
も
の
は
左
の
通
り
に
有
之
侯

第
一
銀
行
四
日
市
支
店

神
戸
岡
崎
銀
行

横
浜
正
金
銀
行
名
古
屋
支
店

愛
知
銀
行
四
日
市
支
店

明
治
銀
行

西
口
商
店

左
右
田
銀
行
四
日
市
支
店

住
友
銀
行
名
古
屋
支
店

名
古
屋
倉
庫
株
式
会
社

●

●
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■

以上

追
っ
て
伊
藤
小
左
衛
門
は
本
年
五
月
二
十
三
日
当
行
監
査
役
辞
任
致
自
今
重
役
関
係
無
之
侯
に
付
追
申
侯
也

[
史
料
七
]

商第

号

大
正
十
五
年
四
月
九
日

三
重
県
内
務
部
長

株
式
会
社
四
日
市
銀
行
頭
取
殿

株
式
会
社
四
日
市
銀
行
整
理
に
関
す
る
件

貴
行
大
口
貸
付
､
重
役
関
係
貸
出
等
整
理
に
閲
し
客
年
七
月
四
日
付
上
申
の
次
第
も
有
之
侯
処
尚
其
後
の
整
理
状
況
申
出
方
其
筋

よ
り
照
会
の
次
第
も
有
之
侯
答
申
書
弐
通
(
壱
通
は
大
蔵
大
臣
宛
壱
通
は
知
事
宛
)
提
出
有
之
度
此
段
及
通
牒
侯
也

[
史
料
八
]

当
行
大
口
貸
出
並
に
重
役
関
係
貸
出
に
対
す
る
其
後
の
整
理
状
況
別
紙
の
通
り
に
有
之
候
此
段
答
申
な
り

大
正
十
五
年
五
月
十
四
日

株
式
会
社
四
日
市
銀
行

頭
取
熊
澤
一
衛

大
蔵
大
臣
浜
口
雄
幸
殿
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資 料
答
申
書

一
､
株
式
会
社
伊
藤
醤
油
部
貸
金
回
収
の
件

同
社
に
対
す
る
貸
出
金
ほ
本
年
四
月
二
十
二
日
全
部
回
収
済
に
御
座
候

一
､
株
式
会
社
伊
藤
製
茶
部
に
対
す
る
貸
出
金
整
理
状
況
の
件

同
社
貸
出
金
整
理
に
関
し
て
は
再
三
上
申
致
侯
通
り
当
行
の
外
に
多
数
の
債
権
者
有
之
侯
の
み
な
ら
ず
連
帯
責
任
者
の
地
位
に
あ

る
伊
藤
小
左
衛
門
氏
個
人
の
債
務
を
も
併
せ
て
整
理
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
昨
年
七
月
以
来
繚
々
主
た
る
債
権
者
会
を
開
き

鋭
意
整
理
方
法
を
考
究
せ
し
も
何
分
債
権
者
の
中
に
は
相
互
の
利
害
相
反
す
る
も
の
あ
り
て
議
容
易
に
纏
ら
ず
其
後
紆
余
曲
折
を

経
て
昨
年
九
月
に
至
り
株
式
会
社
伊
藤
製
茶
部
並
に
伊
藤
小
左
衛
門
氏
個
人
に
対
す
る
債
権
整
理
に
閲
し
別
紙
要
綱
を
作
成
し
同

月
十
四
日
主
た
る
債
権
者
の
中
当
行
は
か
六
債
権
者
出
席
し
大
体
該
整
理
案
を
承
認
し
た
る
も
債
権
者
全
部
の
了
解
を
得
る
に
至

ら
ず
漸
く
十
二
月
に
至
り
別
紙
の
通
り
全
部
債
権
者
(
中
に
は
配
当
割
合
並
び
に
整
理
期
間
に
付
条
件
を
付
し
た
る
も
の
あ
り
)

の
承
諾
調
印
を
了
せ
り

依
っ
て
選
定
せ
ら
れ
た
る
管
財
委
員
四
名
は
今
春
よ
り
該
整
理
案
に
基
き
鋭
意
物
件
の
処
理
に
着
手
し
本
月
に
至
り
漸
く
大
部
分

処
分
し
得
ら
る
る
こ
と
と
な
り
無
担
保
債
権
に
対
し
整
理
案
に
該
当
す
る
配
当
金
ほ
分
配
し
得
る
成
案
を
得
た
る
を
以
て
｣
ハ
月
中

に
は
全
部
整
理
完
結
し
得
る
予
定
に
有
之
侯

し
か
し
て
当
行
の
株
式
会
社
伊
藤
製
茶
部
並
に
伊
藤
小
左
衛
門
氏
に
対
す
る
債
権
は
左
記
の
通
り
に
し
て
該
要
綱
に
基
づ
き
債
権

整
理
実
行
せ
ら
る
る
暁
に
は
担
保
付
債
権
は
そ
の
ま
ま
担
保
物
件
を
当
行
に
取
得
の
上
債
権
と
相
殺
し
無
担
保
債
権
ほ
其
金
額
に

対
す
る
約
壱
割
壱
分
の
配
当
金
を
受
け
入
れ
結
了
す
る
次
第
に
有
之
候

当
行
債
権
明
細
表
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l人名株
式
会
社

伊
藤
製
茶
部

株
式
会
社

伊
藤
醤
油
部

同上伊
藤
小
左
衛
門

同上合計
整
理
要
綱
に
依
る

債
権
額

一
三
四
､
九
六
五

五
九
､
0
0
〇

二
､
六
二
七

一
四
二
､
一
七
五

四
〇
､
0
0
〇

三
七
八
､
七
六
八

整
理
発
表
後
入
金

又
ほ
鏑
却
し
た
る
高

実
際
現
在

貸
付
残
高

一
､
四
一
四

一
三
三
､
五
五
〇

五
五
､
0
0
0
(
銘
却
)

四
､
0
0
〇

二
､
六
二
七

二
四
､
一
三
八

一
一
入
､
〇
三
七

四
〇
､
0
0
〇

八
〇
､
五
五
二

二
九
八
､
二
一
六

備考

伊
藤
製
茶
部
に
対
す
る
不
動
産
担
保
貸
付
金
は
当
初
金
額
拾
万
円
な
り
し
も
従
前
同
社
よ
り
不
動
産
を
担
保
と
し
て
差
入

れ
し
め
横
浜
正
金
銀
行
に
対
し
同
社
の
荷
為
替
取
組
み
に
閲
し
当
行
に
於
て
金
額
六
万
円
迄
を
限
度
と
し
て
保
証
し
居
り
た
る
為

同
社
の
整
理
と
共
に
右
保
証
債
務
履
行
せ
し
結
果
増
額
せ
る
も
の
に
有
之
侯

前
陳
の
通
り
本
月
に
入
り
伊
藤
製
茶
部
並
に
伊
藤
小
左
衛
門
氏
に
対
す
る
債
権
整
理
要
綱
に
依
る
実
行
弥
々
確
実
と
な
り
た
る
結

果
当
行
の
有
す
る
債
権
整
理
処
分
に
関
し
て
は
一
日
も
早
く
担
保
物
件
を
資
金
化
す
る
事
に
腐
心
し
目
下
左
記
方
針
の
下
に
整
理

実
行
を
期
し
居
候
始
末
に
有
之
侯
に
付
完
了
の
上
は
改
め
て
具
申
可
仕
侯

(
イ
)
伊
藤
製
茶
部
無
担
保
債
権
整
理
の
件

(
略
)



資 料
(
ロ
)
株
式
会
社
伊
藤
製
茶
部
担
保
付
債
権
整
理
の
件

(
略
)

(
ハ
)
伊
藤
小
左
衛
門
氏
住
宅
担
保
整
理
の
件

(
略
)

(
ニ
)
同
人
山
林
担
保
債
権
整
理
の
件

(
略
)

以上
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[
史
料
九
]

当
行
大
口
貸
出
並
に
重
役
関
係
貸
出
に
閲
し
答
申
書
提
出
致
置
侯
処
其
後
の
整
理
状
況
別
紙
の
通
り
に
有
之
侯
此
段
答
申
也

昭
和
二
年
一
月
六
日

株
式
会
社
四
日
市
銀
行

頭
取
熊
澤
一
衛

大
蔵
大
臣
片
岡
直
温
殿

答
申
書

一
､
株
式
会
社
伊
藤
製
茶
部
に
対
す
る
貸
出
金
整
理
状
況
の
件

同
社
整
理
に
関
し
て
ほ
大
正
十
五
年
五
月
十
四
日
付
を
以
て
提
出
任
侠
債
権
者
全
部
の
承
認
に
係
わ
る
同
社
債
務
整
理
要
綱
に
基

づ
き
同
年
六
月
中
に
全
部
整
理
完
了
せ
る
を
以
て
当
行
の
同
社
に
対
し
て
有
す
る
担
保
付
き
債
権
は
そ
の
儀
担
保
物
件
を
当
行
に

●

●
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鬱

取
得
の
上
債
権
と
相
殺
し
無
担
保
債
権
ほ
其
金
額
に
対
し
壱
割
壱
分
八
厘
の
配
当
を
受
入
れ
完
結
任
侠

依
っ
て
右
整
理
の
結
果

(
イ
)
伊
藤
製
茶
部
無
担
保
債
権
整
理
の
件

同
社
無
担
保
債
権
は
別
表
の
通
り
配
当
金
七
千
百
五
円
拾
九
銭
を
以
て
全
部
決
済
仕
り
残
額
四
百
七
拾
七
円
弐
拾
九
銭
を
以
て
同

社
担
保
付
債
権
に
内
入
充
当
致
置
侯

(
ロ
)
株
式
会
社
伊
藤
製
茶
部
担
保
付
債
権
整
理
の
件

(
略
)

(
ハ
)
伊
藤
小
左
衛
門
氏
住
宅
担
保
債
権
整
理
の
件

(
略
)

(
ニ
)
同
人
山
林
担
保
債
権
整
理
の
件

(
略
)

以上

[
史
料
一
〇
]

第
一
問

当
行
本
店
の
資
産
中
別
表
記
載
の
通
り
固
定
と
認
め
ら
る
る
庵
の
の
五
拾
六
寓
参
千
四
百
参
拾
四
円
余

相
当
整
理
を
要
す
る
貸

出
五
拾
寓
弐
千
弐
百
九
拾
円
余
を
抱
擁
し
居
れ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
支
店
の
資
産
に
在
り
て
も
別
表
申
出
の
如
く
固
定
と
認
め
ら

れ
る
も
の
七
寓
四
千
壱
百
九
拾
八
円
余
を
抱
擁
し
居
れ
る
が
こ
れ
に
対
す
る
具
体
的
整
理
方
針
如
何
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資 料

答

一
､
本
店
の
資
産
中
固
定
と
認
め
ら
れ
た
る
五
拾
六
寓
参
千
四
百
参
拾
四
円
余
の
内

(
イ
)
五
拾
壱
寓
四
千
七
百
七
拾
壱
円
六
拾
五
銭
は
元
七
十
四
銀
行
為
替
尻
預
け
整
理
関
係
に
基
づ
く
横
浜
興
信
銀
行
年
賦
預
金

並
び
に
川
崎
造
船
所
引
受
手
形
に
関
す
る
藤
本
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
銀
行
に
対
す
る
債
権
に
し
て
右
の
内
横
浜
興
信
銀
行
口
は
昭
和

五
年
十
二
月
迄
に
藤
本
銀
行
口
は
昭
和
十
二
年
十
二
月
迄
に
各
年
賦
完
済
を
受
く
る
も
の
に
し
て
今
後
共
右
二
口
は
割
賦
弁
済
期

日
毎
に
確
実
に
回
収
得
る
も
の
と
確
信
致
し
居
候
も
万
一
回
収
不
能
の
虞
あ
り
た
る
場
合
に
は
直
ち
に
銘
却
可
致
方
針
に
有
之
候

(
ロ
)
残
額
四
寓
七
千
六
百
円
余
は
元
左
右
田
銀
行
四
日
市
支
店
の
債
権
を
横
浜
興
信
銀
行
よ
り
譲
渡
を
受
け
た
る
も
の
及
び
目

下
夫
々
回
収
に
努
力
中
の
も
の
大
部
分
を
占
め
其
他
少
額
の
元
河
曲
銀
行
整
理
年
賦
金
を
含
め
る
も
の
な
る
を
持
っ
て
年
賦
弁
済

期
日
に
は
確
実
回
収
可
致
は
勿
論
目
下
回
収
努
力
の
も
の
は
遅
く
と
も
明
年
上
半
季
中
に
は
全
部
回
収
完
了
す
へ
き
予
定
に
有
之

侯二
､
本
店
の
資
産
中
相
当
整
理
を
要
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
る
貸
出
金
五
拾
寓
弐
千
弐
百
九
拾
円
余
は
主
と
し
て
担
保
不
足
又

ほ
期
限
経
過
の
債
権
及
び
貸
出
極
度
を
超
過
し
た
る
当
座
貸
越
金
に
し
て
之
等
に
対
し
て
は
昭
和
三
年
下
期
末
迄
に
可
成
速
や
か

に
相
当
増
担
保
を
敬
し
又
は
入
金
せ
し
め
若
し
く
は
書
換
等
に
よ
り
整
理
可
致
侯

三
､
支
店
の
資
産
中
固
定
と
認
め
ら
る
る
貸
出
金
七
寓
四
千
壱
百
九
拾
八
円
余
に
対
し
て
は
一
部
(
元
津
農
商
銀
行
よ
り
引
継
に

係
わ
る
久
居
支
店
貸
出
片
桐
武
雄
分
)
は
既
に
回
収
の
御
検
令
に
接
し
居
れ
る
も
の
も
有
之
其
他
の
分
と
共
に
総
て
回
収
見
込
み

に
し
て
万
一
回
収
不
能
の
も
の
を
生
じ
た
る
と
き
は
是
亦
明
年
上
半
季
末
に
銘
却
可
致
方
針
に
有
之
候

第
二
問

当
行
の
資
金
運
用
状
態
を
見
る
に
其
本
店
又
は
支
店
所
在
地
方
以
外
に
放
出
し
居
れ
る
も
の
相
当
多
額
に
し
て
殊
に
重
役
関
係
又
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●

■

は
特
殊
少
数
者
に
対
す
る
大
口
貸
出
巨
額
に
上
る
は
資
金
を
偏
椅
せ
し
む
る
の
み
な
ら
ず
動
も
す
れ
ば
情
実
の
弊
に
陥
り
易
く
経

営
上
相
当
考
慮
を
要
す
る
と
こ
ろ
な
り
と
認
む

こ
れ
に
対
す
る
重
役
の
所
信
を
問
う

尚
左
記
大
口
貸
し
に
対
し
て
は
各
口
毎

に
今
後
の
見
込
み
を
述
ぶ
べ
し

貸
出
先

熊
澤
一
衛

九
鬼
徳
三

高
田
民
郎

藤
本
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
銀
行

河
原
田
製
綿
株
式
会
社

田
中
栄
八
郎

田
中
寿
一

田
辺
文
之
助

大
日
本
人
造
肥
料
株
式
会
社

中
島
杢
之
丞

武
藤
裏
門

河
村
保
幸

藤
田
好
三
郎

富
士
川
電
力
株
式
会
社

金

額

六
三
〇
､

三
八
〇
､

三
一
〇
､

四
三
〇
､

四
〇
七
､

0
0
0
円

0
0
0

0
0
0

0
0
〇

九
五
六

七
〇
三
､
九
九
七

二
五
〇
､
0
0
〇

三
四
五
､
0
0
〇

八
〇
〇
､
0
0
〇

六
四
二
､
〇
五
〇

三
〇
六
､
二
〇
〇

三
〇
｣
ハ
､
0
0
〇

七
五
〇
､
0
0
〇

三
九
〇
､
0
0
0
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資 料
伊
勢
電
気
鉄
道
株
式
会
社

養
老
電
気
鉄
道
株
式
会
社

富
士
製
紙
株
式
会
社

樺
太
工
業
株
式
会
社

四
日
市
商
事
株
式
会
社

静
岡
電
気
鉄
道
株
式
会
社

計

二
､
六
一
七
､
七
四
六

一
､
三
二
二
､
一
五
一

一
､
二
七
八
､
八
〇
六

一
､
一
三
五
､
九
〇
〇

一
､
三
一
六
､
六
九
五

一
､
五
四
〇
､
四
七
七

一
五
､
八
六
二
､
九
七
八

156

答

当
行
の
貸
金
運
用
に
就
い
て
は
常
に
深
甚
の
注
意
を
以
て
之
が
放
資
を
為
し
居
れ
る
も
此
処
数
年
来
不
景
気
の
深
刻
に
連
れ
新
規

資
金
の
需
要
を
喚
起
せ
ず
加
う
る
に
地
方
に
於
い
て
は
確
実
な
る
放
資
先
な
き
た
め
不
得
止
本
支
店
所
在
地
外
に
之
か
放
出
先
を

求
め
又
は
内
容
を
知
悉
せ
る
重
役
関
係
若
し
く
は
特
殊
の
関
係
者
に
対
し
信
用
及
び
確
実
な
る
担
保
付
き
を
以
て
融
資
を
放
出
し

た
る
も
の
に
し
て
理
想
と
し
て
は
斯
る
放
資
は
成
る
べ
く
避
け
た
き
方
針
な
る
も
現
在
の
金
融
状
態
と
し
て
は
当
行
の
収
益
上
寓

不
得
止
措
置
と
し
て
放
資
せ
る
も
現
在
並
び
に
将
来
共
絶
対
情
実
の
弊
に
陥
ら
ざ
る
は
勿
論
危
険
率
の
多
き
大
口
貸
し
先
に
対
し

不
断
信
用
調
査
に
深
甚
の
注
意
を
払
う
と
共
に
一
面
今
後
は
出
来
得
る
限
り
地
方
へ
の
放
資
を
主
と
す
る
こ
と
に
努
力
し
他
面
収

益
上
許
す
限
り
地
方
外
の
放
資
を
漸
次
回
収
し
資
金
の
偏
僑
せ
さ
る
様
留
意
仕
り
御
趣
旨
に
副
度
方
針
に
有
之
侯

一
､
熊
澤
一
衛

担
保
品
も
確
実
に
し
て
資
産
信
用
等
充
分
な
る
も
当
行
現
頭
取
た
る
の
関
係
上
今
後
の
貸
出
に
付
い
て
は
充
分
考
慮
致
し
情
実

に
陥
ら
ざ
る
様
注
意
可
致
侯
尚
八
月
一
日
金
拾
寓
円
回
収
仕
侯

●

●

一



戦間期における地方銀行の破綻と再生に関する史料

●

●

二
､
九
鬼
徳
三

(
略
)

三
､
高
田
民
郎

(
略
)

四
､
藤
本
ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
銀
行
(
略
)

五
､
河
原
田
製
綿
株
式
会
社

(
略
)

六
､
田
中
栄
八
郎

(
略
)

七
､
田
中
寿
一

(
略
)

八
､
田
辺
文
之
助

(
略
)

九
､
大
日
本
人
造
肥
料
株
式
会
社
(
略
)

岩
､
中
島
杢
之
丞

(
略
)

一
一
､
武
藤
嘉
門

(
略
)

三
､
河
村
保
幸

(
略
)

三
､
藤
田
好
三
郎

(
略
)

一
四
､
富
士
川
電
力
株
式
会
社

(
略
)

三
､
伊
勢
電
気
鉄
道
株
式
会
社

第
三
問
に
於
い
て
答
申
可
仕
侯

二
ハ
､
養
老
電
気
鉄
道
株
式
会
社

第
三
問
に
於
い
て
答
申
可
任
侠

一
七
､
富
士
製
紙
株
式
会
社

157



資 料
現
在
貸
付
金
の
内
五
拾
七
寓
八
千
余
円
は
商
業
手
形
な
る
を
以
て
期
日
夫
々
回
収
す
べ
く

残
高
は
時
節
柄
恰
好
の
遊
資
放
出
先
と
し
て
信
用
確
実
な
る
も
の
に
付
き
金
融
繁
閑
に
よ
り
適
当
の
措
置
致
す
べ
き
も
商
業

手
形
を
合
算
し
当
分
百
万
円
内
外
迄
放
出
致
可
方
針
に

有
之
侯

158

六
､
樺
太
工
業
株
式
会
社

(
略
)

一
九
､
四
日
市
商
事
株
式
会
社

第
三
問
に
於
い
て
答
申
可
仕
侯

二
〇
､
静
岡
電
気
鉄
道
株
式
会
社

本
日
中
旬
頃
弐
拾
高
円
回
収
の
予
定
に
し
て
残
額
は
九
月
中
新
規
増
資
額
参
百
八
拾
萬
円
に
対
す
る
払
い
込
み
資
金
を
以
て

大
部
分
回
収
の
予
定
な
る
も
安
全
且
確
実
な
る
貸
出
先
な
る
を
以
て
遊
資
の
都
合
に
依
り
五
拾
寓
乃
至
七
拾
寓
円
程
度
の
貸

出
を
致
度
方
針
に
有
之
侯

第
三
問

当
行
ほ
左
記
の
通
り
伊
勢
電
気
鉄
道
株
式
会
社
､
四
日
市
商
事
株
式
会
社
､
四
日
市
鉄
道
株
式
会
社
､
三
重
鉄
道
株
式
会
社
等
に

対
し
巨
額
の
貸
出
を
為
せ
る
も
の
あ
る
外
重
役
行
員
又
は
一
般
貸
出
の
担
保
と
し
て
右
等
会
社
の
株
式
を
徹
せ
る
も
の
多
数
に
上

れ
る
が
右
は
速
や
か
に
其
関
係
を
希
薄
な
ら
し
む
る
の
要
あ
り
と
認
む
所
見
如
何

(
中
略
)

答

地
方
に
於
い
て
ほ
確
実
な
る
放
資
物
件
の
乏
し
き
為
自
然
内
容
を
知
悉
せ
る
関
係
会
社
若
し
く
ほ
主
と
し
て
該
会
社
の
株
式
を
担

保
物
件
と
し
て
事
業
会
社
中
最
も
安
全
且
確
実
な
る
放
資
物
件
と
思
料
し
自
然
其
方
面
へ
多
額
の
貸
出
を
為
し
若
し
く
は
右
株
式

●

●

一



戟間期における地方銀行の破綻と再生に関する史料

●

●

を
担
保
と
し
て
貸
出
を
為
せ
る
状
態
に
有
之
侯
模
一
面
よ
り
こ
れ
を
観
れ
ば
余
り
に
関
係
濃
厚
に
し
て
偏
僑
せ
る
や
の
感
あ
る
を

以
て
今
後
は
御
趣
旨
を
遵
守
し
な
る
べ
く
速
や
か
に
其
関
係
を
希
薄
な
ら
し
む
べ
く
努
力
可
致
侯

一
､
伊
勢
電
気
鉄
道
株
式
会
社

現
在
会
社
に
対
す
る
貸
出
金
は
多
額
に
上
れ
る
も
右
貸
金
中
壱
百
万
円
は
､
将
来
合
併
す
べ
き
養
老
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
借
入

金
弐
百
五
拾
万
円
借
換
え
に
要
す
る
弁
済
金
を
一
時
立
替
た
る
為
貸
出
た
る
も
の
を
以
て
目
下
養
老
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
於
い

て
鉄
道
財
団
に
て
借
入
れ
手
続
き
中
の
資
金
百
五
拾
万
円
遅
く
も
本
月
下
旬
ま
で
に
受
領
す
る
予
定
な
る
を
以
て
右
に
て
返
済
を

受
く
る
も
の
な
り

尚
残
額
は
本
年
九
月
同
社
新
規
の
増
資
額
壱
千
万
円
に
対
す
る
払
込
金
を
以
て
お
よ
そ
壱
百
万
円
回
収
の
予
定
に
有
之
侯
尤
地
方

放
資
先
と
し
て
は
安
全
か
つ
確
実
な
る
も
の
と
認
め
ら
る
る
を
以
て
増
資
後
に
於
て
資
金
運
用
の
都
合
上
百
五
十
万
円
内
外
ま
で

に
貸
出
致
す
べ
き
も
之
が
固
定
貸
は
絶
対
に
為
さ
ざ
る
方
針
に
有
之
侯

二
､
四
日
市
商
事
株
式
会
社

右
の
内
金
五
拾
万
円
は
八
月
二
日
既
に
回
収
済
み
に
し
て
残
額
の
内
約
拾
九
万
円
は
商
業
手
形
に
付
期
日
回
収
可
致
残
額
は
約
参

拾
万
円
程
度
迄
に
回
収
し
常
に
同
額
位
ま
で
は
放
資
の
都
合
上
放
出
致
度
方
針
に
有
之
侯
尤
商
業
手
形
は
不
断
回
収
す
る
も
の
な

る
を
以
て
遊
資
運
用
上
前
記
金
額
の
外
弐
拾
万
円
位
は
場
合
に
依
り
取
扱
可
致
候

三
､
養
老
電
気
鉄
道
株
式
会
社

内
百
参
拾
万
円
は
本
月
中
旬
鉄
道
財
団
に
依
り
帝
国
海
上
及
び
明
治
生
命
保
険
会
社
よ
り
の
借
受
金
を
以
て
決
済
可
致
侯
尤
今
後

遊
資
の
運
用
上
確
実
な
る
放
出
先
に
付
き
場
合
に
よ
り
七
､
八
拾
万
円
程
度
の
貸
出
を
可
致
方
針
に
有
之
候

四
､
四
日
市
鉄
道
株
式
会
社

(
略
)

159



資 料

五
､
三
重
鉄
道
株
式
会
社

右
両
社
の
株
式
を
大
部
分
担
保
と
し
て
取
得
し
た
る
は
近
き
将
来
に
於
て
伊
勢
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
両
社
共
合
併
す
へ
き
こ
と

を
知
悉
し
合
併
実
現
ま
で
特
に
貸
出
た
る
も
の
な
る
を
以
て
早
晩
全
部
回
収
す
る
も
の
に
有
之
侯

六
､
河
原
田
製
練
株
式
会
社

本
年
製
練
資
金
と
し
て
貸
出
し
た
る
も
の
な
る
が
生
糸
の
出
荷
に
連
れ
漸
次
回
収
し
遅
く
も
本
年
三
月
迄
に
は
全
部
回
収
致
可
侯

七
､
丸
島
土
地
株
式
会
社
株
式
担
保

右
は
､
流
通
性
に
欠
く
株
式
な
る
を
以
て
時
機
を
見
て
担
保
品
の
交
換
又
は
回
収
を
図
り
可
及
的
当
行
と
の
関
係
を
希
薄
な
ら
し

む
べ
く
努
力
可
致
侯

第
四
問

当
行
所
有
不
動
産
参
拾
弐
萬
弐
千
八
百
四
拾
弐
円
余
は
急
速
資
金
化
す
る
を
.
適
当
と
認
む
殊
に
前
頭
取
伊
藤
小
左
衛
門
に
対
す
る

債
権
整
理
の
た
め
流
込
た
る
弐
拾
参
寓
六
千
九
百
七
拾
壱
円
余
に
於
て
然
り
右
に
対
す
る
今
後
の
処
置
如
何

答

当
行
所
有
不
動
産
参
拾
弐
寓
弐
千
八
百
四
拾
弐
円
余
の
内
元
当
行
頭
取
伊
藤
小
左
衛
門
に
対
す
る
債
権
整
理
の
た
め
流
込
た
る
物

件
弐
拾
参
寓
六
千
九
百
七
拾
壱
円
余
を
計
上
致
居
り
右
は
一
､
二
年
前
よ
り
之
が
資
金
化
に
付
き
予
め
ご
指
示
も
有
之
容
易
な
ら

ざ
る
苦
慮
致
居
候
も
こ
こ
数
年
来
不
景
気
の
深
刻
化
に
連
れ
迅
速
に
換
価
す
る
こ
と
能
わ
ず
為
に
当
行
内
容
を
堅
実
な
ら
し
む
る

た
め
に
毎
期
弐
万
円
乃
至
参
万
円
の
銘
却
を
行
い
来
た
り
た
る
次
第
な
る
も
ご
指
示
に
従
い
可
及
的
速
や
か
に
こ
れ
が
資
金
化
に

努
力
し
御
趣
旨
に
副
い
可
申
方
針
に
有
之
侯

第
五
問

160
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戦問期における地方銀行の破綻と再生に関する史料

●

t

当
行
の
支
店
及
び
出
張
所
中
に
は
相
当
近
接
し
居
り
て

(
以
下
略
)

答
(
略
)

第
六
問

(
略
)

右
の
通
り
答
申
仕
候
也

昭
和
三
年
八
月
｣
ハ
日

(
略
)

株
式
会
社
四
日
市
銀
行

取
締
役
頭
取
熊
澤
一
衛

専
務
取
締
役

三輪

綜

取
締
役
兼

支
配
人

吉
川
光
蔵

∩
‖
｢

〔ト
ロ
〔卜∩

‖
｢

〔ト

銀
行
検
査
官
木
内
四
郎
殿

[
史
料
二
]

上
申
書

伊
藤
小
左
衛
門
流
込
不
動
産
資
金
化
に
関
す
る
件

伊
藤
小
左
衛
門
よ
り
流
入
に
係
わ
る
不
動
産
資
金
化
に
就
い
て
は
予
め
御
示
達
並
び
に
過
般
木
内
銀
行
検
査
官
殿
御
臨
検
の
際
に

お
け
る
御
注
意
に
基
づ
き
爾
来
鋭
意
努
力
致
侯
結
果
今
回
左
記
物
件
売
却
致
し
不
足
額
ほ
直
ち
に
銘
却
仕
侯
尚
残
余
流
込
不
動
産

161



資 料
は
目
下
極
力
売
却
方
に
努
力
中
に
付
き
可
及
的
速
や
か
に
御
趣
旨
に
副
い
度
方
針
に
有
之
候

左記

人名

昭
和
三
年
六
月
三
十
日
売
却
高

弟
却
高

現
在
見
積
価
額

物件

162

伊
藤
小
左
衛
門
四
八
､
三
八
九
円

四
六
､
0
0
0
円

二
､
三
八
九
円

同
人
邸
宅
全
部
宅
地
七
一
九
坪

建
物
一
八
棟
三
九
四
坪

追
て
伊
藤
小
左
衛
門
及
び
伊
藤
製
茶
部
よ
り
流
込
に
係
わ
る
残
余
不
動
産
左
の
通
り
に
御
座
候

残
余
流
込
不
動
産

人名

昭
和
三
年
六
月
三
十
日

現
在
見
積
価
額

伊
藤
小
左
衛
門

三
九
､
0
0
0

物件

山
林
一
五
町
七
反
四
畝
但
十
五
年
生
三
十
年
生

伊
藤
製
茶
部

八
〇
､
0
0
0

畑
五
反
二
畝
七
分

同
社
宅
地
二
､
〇
六
八
坪
建
物
二
九
棟
一
､
三
三
〇
坪

杉
槍
松
立
木
付

昭
和
三
年
九
月
六
日

合計

同
工
場
に
備
付
の
製
茶
機
械
全
部

一
一
九
､
0
0
0

右
上
申
任
侠
也

●

株
式
会
社
四
日
市
銀
行

取
締
役
頭
取
熊
澤
一
衛

●

一
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大
蔵
大
臣
三
土
忠
造
殿

▲_

[
史
料
一
二
]

銀
検
二
三
九
号

昭
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日

大
蔵
省
銀
行
局
長
保
倉
熊
三
郎

株
式
会
社
四
日
市
銀
行

取
締
役
頭
取
熊
澤
一
衛
殿

本
年
八
月
実
地
検
査
の
結
果
に
依
れ
ば
整
理
改
善
を
要
す
る
不
備
不
穏
当
の
事
項
あ
り
こ
れ
ら
に
付
い
て
ほ
検
査
官
吏
に
対
す
る

答
申
の
次
第
も
有
之
処
尚
左
記
各
項
心
得
の
上
夫
々
整
理
改
善
を
期
す
へ
し

右
示
達
侯
也

追
而
左
記
一
､
四
及
び
五
項
の
整
理
経
過
に
付
い
て
ほ
整
理
状
況
毎
月
報
告
書
(
別
紙
第
一
号
様
式
及
び
第
二
号
様
式
)
を
作
成

し
翌
月
十
日
迄
に
当
省
宛
提
出
す
へ
し

記一
､
左
記
不
良
資
産
に
付
い
て
は
答
申
の
方
法
に
よ
り
答
申
の
期
日
を
侯
つ
迄
も
な
く
可
成
速
や
か
に
整
理
を
遂
く
へ
し

(
答
申

書
第
一
問
参
照
)

川

固
定
額
六
三
七
､
｣
ハ
三
二
円
余

榔

要
整
理
額
五
〇
二
､
二
九
〇
円
余
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資 料
二
､
当
行
貸
出
中
重
役
関
係
又
は
特
殊
少
数
者
に
対
す
る
大
口
貸
出
巨
額
に
上
る
は
資
金
を
偏
倍
せ
し
む
る
の
み
な
ら
す
此
の
種

貸
出
は
動
も
す
れ
は
情
実
の
弊
に
陥
り
易
く
経
営
上
相
当
考
慮
を
要
す
る
処
な
る
を
以
て
申
し
出
通
り
今
後
共
充
分
注
意
し
経
営

上
過
誤
な
き
を
帰
す
る
へ
し
(
答
申
書
第
二
問
参
照
)

三
､
当
行
は
伊
勢
電
気
鉄
道
株
式
会
社
其
の
他
の
数
社
と
の
関
係
特
に
濃
厚
な
り
と
認
め
ら
る
る
か
右
は
其
申
し
出
通
り
可
成
速

や
か
に
其
関
係
を
希
薄
な
ら
し
む
る
様
努
力
す
へ
し

(
答
申
書
第
三
問
参
照
)

四
､
当
行
所
有
不
動
産
は
可
成
速
や
か
に
其
資
金
化
に
努
む
へ
し

(
答
申
書
第
四
問
参
照
)

五
､
当
行
の
支
店
出
張
所
の
廃
合
整
理
に
付
い
て
は
申
し
出
の
通
り
互
譲
協
調
の
精
神
を
以
て
之
か
実
現
方
に
務
む
へ
し

(
答
申

書
第
五
問
参
照
)
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[
史
料
一
三
]

日
本
銀
行
名
古
屋
支
店
長
か
ら
総
裁
宛
報
告

(
昭
和
四
年
九
月
十
七
日
)

四
日
市
銀
行
の
預
金
の
取
付
け

本
行
取
引
先
株
式
会
社
四
日
市
銀
行
頭
取
ほ
上
京
中
の
処
数
日
釆
警
視
庁
に
て
取
調
べ
を
受
け
た
る
結
果
昨
日
東
京
検
事
局
へ
送

致
せ
た
れ
た
り
事
件
の
内
容
は
未
だ
詳
細
に
判
明
せ
ざ
る
も
同
人
は
伊
勢
電
鉄
株
式
会
社
社
長
を
勤
め
居
り
前
内
閣
時
代
に
名
古

屋
桑
名
間
の
電
鉄
敷
設
の
許
可
を
得
鉄
道
省
よ
り
木
曾
揖
斐
両
河
に
仮
設
せ
る
旧
鉄
橋
の
払
下
げ
を
受
け
た
る
事
実
あ
り
､
当
時

兎
角
の
噂
伝
え
ら
れ
た
る
が
今
回
検
挙
の
動
機
は
同
人
が
右
許
可
並
び
に
払
下
げ
関
連
し
て
前
代
議
士
某
に
相
当
金
額
を
小
切
手

に
て
手
交
し
某
大
官
に
贈
賄
の
疑
い
あ
る
に
因
る
も
の
の
如
し

●

●
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●
昨
夜
当
地
放
送
局
は
頭
取
の
拘
引
せ
ら
れ
た
る
む
ね
を
放
送
し
又
当
地
一
新
聞
紙
に
も
こ
れ
を
掲
載
せ
る
を
以
て
四
日
市
銀
行

は
万
一
を
慮
り
今
早
朝
小
役
(
日
本
銀
行
名
古
屋
支
店
長
)

に
事
情
を
述
べ
支
払
い
準
備
の
充
実
に
努
め
手
許
資
金
約
三
百
万
円

の
外
名
古
屋
銀
行
よ
り
七
十
万
円
､
明
治
銀
行
よ
り
百
十
万
円
の
預
け
金
を
引
出
し
た
る
が
本
日
午
後
三
時
迄
の
模
様
は
本
支
店

を
通
じ
て
概
し
て
平
穏
に
し
て
頭
取
拘
引
に
関
係
あ
り
と
思
は
る
る
預
金
の
引
出
し
は
本
店
に
於
て
四
万
円
､
亀
山
支
店
二
万
円
､

神
戸
支
店
二
万
五
千
円
を
加
へ
て
通
計
約
十
万
円
に
充
た
ず
､
同
行
当
事
者
は
此
向
な
ら
ば
大
事
に
至
ら
ず
し
て
切
抜
け
う
る
見

込
み
な
り
と
申
し
居
れ
り
(
中
略
)

尚
四
日
市
銀
行
の
頭
取
関
係
会
社
貸
出
関
係
､
頭
取
拘
引
の
真
相
等
ほ
明
日
同
行
頭
取
役
兼
支
配
人
来
店
具
申
の
筈

[
史
料
一
四
]

熊
澤
一
衛
の
私
鉄
､
勲
章
事
件
及
び

静
電
､
伊
勢
電
事
件
の
顛
末
書

一
､
私
鉄
､
勲
章
事
件

第
一
､
私
鉄
公
訴
事
実
(
昭
和
四
年
九
月
起
訴
)

伊
勢
電
鉄
社
長
熊
澤
一
衛
は
昭
和
三
年
一
月
二
十
四
日
名
古
屋
､
桑
名
間
の
鉄
道
敷
設
免
許
申
請
書
を
鉄
道
大
臣
小
川
平
吉
宛

に
提
出
し
た
る
も
同
地
方
に
は
名
古
屋
急
行
電
気
鉄
道
株
式
会
社
及
び
参
宮
急
行
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
競
争
線
あ
り
て
尋
常
の

手
段
を
以
て
は
容
易
に
其
目
的
を
達
成
し
難
き
事
情
を
看
取
す
る
と
同
時
に
伊
勢
電
の
出
願
せ
る
延
長
線
が
免
許
を
得
ざ
る
時
は

同
会
社
の
経
営
上
に
非
常
の
困
難
を
来
す
べ
き
状
態
な
る
を
以
て
焦
慮
の
余
り
鉄
道
当
局
者
に
贈
賄
す
る
の
外
な
し
と
思
惟
し
同

社
取
締
役
伊
坂
秀
五
郎
と
協
議
の
上
昭
和
三
年
六
月
上
旬
頃
伊
坂
は
小
川
に
対
し
該
出
願
線
を
免
許
せ
ら
れ
た
き
旨
懇
請
し
次
い
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資 料
で
小
川
の
指
定
せ
る
春
日
俊
文
に
も
之
を
依
頼
し
遂
に
昭
和
三
年
二
月
二
日
該
鉄
道
敷
設
の
免
許
を
得
た
る
も
の
な
る
処
是
よ

り
嚢
伊
坂
ほ
昭
和
三
年
六
月
中
旬
頃
小
川
と
通
牒
せ
る
春
日
俊
文
よ
り
右
免
許
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
金
十
二
万
円
を
提
供
せ
ら

れ
た
き
旨
要
求
を
受
け
熊
澤
と
協
議
の
上
春
日
と
贈
賄
の
約
束
を
為
し
熊
澤
ほ
同
年
十
一
月
六
日
自
己
の
銀
行
(
四
日
市
銀
行
)

当
座
預
金
を
以
て
振
出
た
る
金
額
十
二
万
円
の
小
切
手
一
通
を
東
京
市
麹
町
区
内
幸
町
金
倉
鉱
山
事
務
所
に
於
て
春
日
に
交
付
し

て
贈
賄
し
た
る
も
の

第
二
､
勲
章
公
訴
事
実
(
第
一
と
同
時
に
起
訴
)

熊
澤
一
衛
は
賞
勲
局
総
裁
天
岡
直
嘉
と
面
識
な
き
も
予
め
本
籍
三
重
県
三
重
郡
河
原
田
村
村
長
が
三
重
県
知
事
に
対
し
自
己
の

表
彰
に
閲
し
功
績
を
上
申
し
た
る
こ
と
を
聞
き
自
己
が
社
会
公
共
事
業
に
功
績
あ
る
の
故
を
以
て
三
重
県
知
事
よ
り
主
務
省
に
対

し
表
彰
の
上
申
あ
る
べ
き
を
察
知
し
居
り
た
る
折
柄
自
己
の
知
人
に
し
て
天
岡
と
懇
親
の
間
柄
な
る
弁
護
士
沢
田
由
巳
よ
り
右
表

彰
に
閲
し
天
岡
に
懇
願
す
る
所
あ
ら
ん
こ
と
を
申
出
た
る
よ
り
熊
澤
は
之
を
依
頼
し
依
っ
て
沢
田
ほ
昭
和
三
年
七
月
ご
ろ
及
び
同

年
十
月
ご
ろ
天
岡
に
対
し
熊
澤
の
褒
章
授
賜
に
尽
力
せ
ら
れ
た
き
旨
を
懇
願
し
且
沢
田
独
自
の
発
意
に
よ
り
天
岡
に
対
し
金
員
入

用
の
節
は
右
尽
力
に
対
す
る
謝
礼
と
し
て
熊
澤
よ
り
賄
賂
を
提
供
せ
し
む
べ
く
斡
旋
施
す
べ
き
こ
と
を
暗
示
し
た
る
が
同
年
十
一

月
初
旬
頃
主
務
大
臣
よ
り
賞
勲
局
総
裁
に
宛
熊
澤
の
表
彰
方
を
申
牒
し
釆
た
る
を
以
て
賞
勲
局
に
於
い
て
は
総
裁
管
理
の
下
に
申

牒
を
審
査
し
褒
賞
を
賜
う
べ
き
も
の
と
認
め
奏
話
し
御
裁
可
を
得
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
二
日
熊
澤
ほ
藍
綬
褒
賞
を
授
賜
せ
ら
れ

た
る
処
其
頃
天
岡
は
丹
羽
綻
三
郎
よ
り
金
五
千
円
の
支
払
い
を
要
求
せ
ら
れ
督
促
厳
重
な
り
し
も
其
資
金
に
窮
し
た
る
よ
り
真
の

沢
田
の
言
に
依
り
熊
澤
よ
り
収
賄
し
得
る
べ
き
途
あ
る
を
想
い
恰
も
熊
澤
に
対
し
右
褒
章
が
授
賜
せ
ら
れ
た
る
様
な
り
し
よ
り
故

に
沢
田
の
助
力
を
得
て
熊
澤
よ
り
右
褒
章
授
賜
に
閲
し
自
己
が
賞
勲
局
総
裁
と
し
て
尽
力
し
た
る
こ
と
の
謝
礼
と
し
て
賄
賂
を
収

授
し
て
右
支
払
い
に
充
て
ん
と
欲
し
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
八
日
東
京
市
麹
町
区
下
二
番
町
沢
田
方
に
於
い
て
同
人
に
対
し
暗
に
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熊
澤
よ
り
右
趣
旨
の
賄
賂
を
提
供
せ
し
む
へ
く
助
力
方
を
求
め
沢
田
は
之
を
諾
し
同
年
十
二
月
七
日
東
京
市
麹
町
区
内
幸
町
格
屋

旅
館
に
於
い
て
熊
澤
に
対
し
天
岡
の
窮
状
を
訴
え
暗
に
熊
澤
の
褒
章
授
賜
に
閲
し
天
岡
が
賞
勲
局
総
裁
と
し
て
尽
力
し
た
る
謝
礼

と
し
て
金
｣
ハ
千
円
を
贈
賄
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
懇
願
せ
し
為
熊
澤
は
右
懇
請
を
容
れ
金
額
六
千
円
の
明
治
銀
行
東
京
支
店
宛
の
小
切

手
一
通
を
振
出
沢
田
に
手
交
し
て
天
岡
に
贈
賄
し
た
る
も
の

右
第
一
､
第
二
に
付
い
て
は
昭
和
八
年
五
月
一
六
日
東
京
地
方
裁
判
所
に
於
い
て
第
一
は
無
罪
､
第
二
は
懲
役
二
月
､
三
年
間
刑

の
執
行
猶
予
の
判
決
あ
り
控
訴
の
結
果
昭
和
九
年
十
一
月
十
七
日
東
京
控
訴
院
に
於
い
て
第
一
､
第
二
共
有
罪
懲
役
六
月
､
三
年

間
刑
の
執
行
猶
予
の
判
決
あ
り
目
下
上
告
中
な
り

二
､
静
鉄
､
伊
勢
電
公
訴
事
実
(
昭
和
八
年
二
月
起
訴
)

第
一
､
業
務
上
横
領

熊
澤
一
衛
は
大
正
十
二
年
二
月
二
十
八
日
よ
り
昭
和
六
年
十
一
月
十
日
迄
静
岡
市
鷹
匠
町
静
岡
電
気
鉄
道
株
式
会
社
専
務
取
締

役
と
し
て
金
銭
の
借
入
れ
其
出
納
保
管
等
一
切
の
事
務
を
担
当
し
大
正
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
よ
り
昭
和
五
年
一
月
二
十
五
日

迄
四
日
市
市
蔵
町
株
式
会
社
四
日
市
銀
行
の
取
締
役
頭
取
と
し
て
貸
付
其
他
銀
行
業
務
を
担
当
し
大
正
九
年
十
月
二
十
三
日
静
岡

市
川
辺
静
岡
電
力
株
式
会
社
の
創
立
以
来
同
社
が
大
正
十
五
年
十
月
二
十
日
東
京
電
力
会
社
に
合
併
せ
ら
れ
た
る
迄
専
務
取
締
役

と
し
て
在
任
し
た
る
が
右
合
併
の
際
真
に
自
己
の
株
式
払
込
資
金
等
の
金
融
を
得
る
為
静
岡
電
力
株
式
会
社
借
受
名
義
の
左
記
約

束
手
形
債
務
は
東
京
電
力
株
式
会
社
承
継
せ
ら
る
る
に
至
ら
ず
し
て
熊
澤
個
人
の
債
務
と
し
て
負
担
す
べ
き
も
の
と
な
り
た
る
と

ころ

(
以
下
略
)

(
一
)
(
イ
)
大
正
十
四
年
三
月
十
日
静
岡
電
力
株
式
会
社
専
務
取
締
役
熊
澤
一
衛
振
出
名
義
四
日
市
銀
行
宛
金
二
十
七
万
円
の
約

束
手
形
に
て
同
行
よ
り
静
岡
電
力
株
式
会
社
借
受
名
義
の
金
二
十
七
万
円
を
決
済
せ
ん
が
為
(
以
下
略
)
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資 料
(
｡
)
大
正
十
五
年
三
月
十
九
日
静
岡
電
気
鉄
道
株
式
会
社
専
務
取
締
役
熊
澤
一
衛
振
出
名
義
四
日
市
銀
行
宛
金
二
十
七

万
円
約
束
手
形
を
以
て
同
行
よ
り
同
会
社
借
受
名
義
の
下
に
檀
々
同
行
に
於
て
第
一
､
(
一
)
(
イ
)
の
手
形
金
を
弁
済
し
て
横
領

し

(
以
下
略
)

(
以
下
(
二
)
(
イ
)
(
ロ
)
(
三
)
(
イ
)
(
ロ
)
(
四
)
(
イ
)
(
ロ
)
(
五
)
(
イ
)
(
ロ
)
(
六
)
(
イ
)
(
ロ
)
(
七
)
(
イ
)
(
ロ
)
(
八
)

(
九
)
(
十
)
(
十
一
)
略
)

第
二
､
業
務
上
横
領

(
略
)

第
三
､
業
務
上
横
領

(
略
)

第
四
､
背
任

(
略
)

右
に
付
い
て
は
昭
和
九
年
十
一
月
六
日
安
濃
津
地
方
裁
判
所
に
於
て
懲
役
一
年
六
ケ
月
三
年
間
刑
の
執
行
猶
予
の
判
決
言
渡
あ
り

検
事
控
訴
を
為
し
た
る
た
め
目
下
名
古
屋
控
訴
院
に
係
属
中
な
り
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[
史
料
一
五
]

銀
検
第
二
五
九
二
号
一

昭
和
六
年
六
月
三
十
日

大
蔵
省
銀
行
局
長
大
久
保
偵
次
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株
式
会
社
四
日
市
銀
行

取
締
役
頭
取

三輪

綴

殿

客
年
十
二
月
十
三
日
付
提
出
に
係
わ
る
昭
和
五
年
第
三
季
監
査
書
謄
本
に
依
れ
ば
重
役
関
係
並
び
に
大
口
貸
付
及
び
同
一
会
社
の

株
式
を
大
口
に
所
有
又
は
担
保
に
徴
せ
る
も
の
巨
額
に
達
し
居
れ
る
か
此
の
処
の
貸
付
及
び
株
式
ほ
兎
角
諸
種
の
情
弊
を
醸
し
易

く
経
営
上
最
も
警
戒
を
要
す
る
処
に
し
て
昭
和
三
年
八
月
実
地
検
査
の
際
是
等
の
貸
出
及
び
株
式
に
付
い
て
ほ
そ
れ
ぞ
れ
回
収
減

額
を
為
し
貸
出
を
引
締
む
る
旨
答
申
し
居
れ
る
に
不
拘
其
の
後
却
っ
て
増
加
の
傾
向
あ
る
は
不
適
当
な
り
と
認
め
ら
る
る
に
付
き

更
に
右
貸
出
及
び
株
式
に
付
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
回
収
減
額
を
図
り
経
営
上
遺
憾
な
き
を
期
す
る
と
共
に
特
に
左
記
貸
出
に
付
き
て

は
実
地
検
査
の
際
答
申
せ
る
趣
旨
に
基
き
之
が
対
策
に
付
速
や
か
に
申
出
つ
へ
く
尚
会
社
に
あ
り
て
は
最
近
事
業
年
度
に
属
す
る

事
業
報
告
書
各
一
部
取
纏
め
提
出
す
へ
し

右
示
達
侯
也

追
而
監
査
書
騰
本
甲
号
附
属
表
一
の
内
四
日
市
商
事
株
式
会
社
分
二
口
五
〇
､
0
0
0
円
同
甲
号
附
属
表
二
の
内
東
海
電
線
株
式

会
社
分
三
口
一
一
九
､
五
〇
〇
円
は
何
れ
も
久
し
く
満
期
日
を
経
過
し
居
れ
る
か
も
し
未
だ
之
が
返
済
又
は
書
換
な
き
も
の
な
ら

ば
回
収
不
能
或
は
回
収
困
難
な
る
も
の
と
認
め
ら
る
る
に
付
き
監
査
書
丁
号
表
に
夫
々
記
載
す
べ
き
旨
監
査
役
に
伝
達
し
其
結
果

詳
細
申
し
出
つ
へ
し

記

債
務
者

熊
澤
一
衛

熊
澤
殖
産
株
式
会
社

金

額

二
三
九
､
六
五
五
､
一
九

三
､
七
四
九
､
｣
ハ
五
四
､
九
三
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資 料
伊
勢
電
気
鉄
道
株
式
会
社

静
岡
鉄
道
株
式
会
社

四
日
市
商
事
株
式
会
社

武
藤
嘉
門

大
成
肥
料
株
式
会
社

三
､
一
五
五
､
三
二
二
､
九
一

一
､
七
〇
〇
､
0
0
0
､
0
〇

一
､
六
六
〇
､
八
八
六
､
0
〇

八
八
四
､
〇
四
五
､
八
五

一
三
八
､
四
五
〇
､
0
0
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[
史
料
一
六
]

答
申
書

銀
検
第
二
五
九
一
号
を
以
て
昭
和
五
年
第
三
期
監
査
書
に
基
づ
く
重
役
関
係
並
び
に
大
口
貸
出
及
び
同
一
会
社
の
株
式
を
大
口
に

所
有
す
る
ま
た
は
担
保
に
徴
せ
る
も
の
巨
額
に
達
し
居
れ
る
も
の
に
対
し
御
推
問
を
蒙
り
別
紙
の
通
り
答
申
仕
侯
也

昭
和
六
年
九
月
九
日

三
重
牒
四
日
市
市
蔵
町
三
千
三
百
九
十
四
番
地

株
式
会
社
四
日
市
銀
行

取
締
役
頭
取
三
輪
緩

大
蔵
省
銀
行
局
長
大
久
保
偵
次
殿

記

資
金
運
用
に
つ
い
て
は
常
に
深
甚
の
注
意
を
払
い
殊
に
大
口
貸
出
並
び
に
重
役
関
係
貸
出
に
つ
い
て
は
御
示
達
の
通
り
兎
角
諸
種

の
情
弊
を
生
じ
る
虞
有
之
候
為
昨
年
一
月
頭
取
更
迭
を
一
転
機
と
し
県
外
放
出
並
び
に
大
口
貸
出
に
対
し
墾
息
回
収
に
努
力
し
辛

●
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い
に
県
外
放
出
の
大
半
は
す
で
に
回
収
致
候
得
共
何
分
金
解
禁
実
施
後
の
内
地
財
界
の
不
況
に
加
ふ
る
に
世
界
的
不
景
気
の
重
圧

に
捗
々
敷
回
収
の
実
績
を
見
る
に
至
ら
ず
爾
来
回
収
の
具
体
化
に
つ
き
懸
命
の
努
力
致
居
り
一
日
も
速
や
か
に
御
示
達
の
御
趣
旨

に
副
度
決
心
に
御
座
候

一
､
熊
澤
一
衛
金
額
二
三
九
､
六
五
五
､
一
九

右
ほ
昭
和
五
年
下
半
季
に
於
て
全
部
回
収
致
侯

一
､
熊
澤
殖
産
株
式
会
社
金
額
三
､
七
八
九
､
六
五
四
､
九
三

極
力
回
収
に
努
力
致
侯
得
共
時
節
柄
捗
々
敷
回
収
を
見
る
に
至
ら
ず
現
在
に
於
て
約
十
万
円
回
収
し
た
る
も
今
後
は
担
保
物
件
及

び
熊
澤
一
衛
個
人
所
有
に
か
か
わ
る
動
産
不
動
産
(
担
保
と
し
て
提
供
せ
し
め
た
る
に
の
)
を
可
及
的
速
や
か
に
処
分
の
上
回
収

の
方
針
に
有
之
侯

一
､
伊
勢
電
気
鉄
道
株
式
会
社

金
額
三
､
一
五
五
､
三
二
二
､
九
一

同
社
に
対
す
る
貸
出
金
回
収
に
つ
い
て
は
予
め
御
示
達
の
次
第
も
有
之
漸
次
回
収
の
方
針
を
以
て
交
渉
致
来
り
侯
処
昭
和
四
年
九

月
私
鉄
疑
獄
事
件
に
同
社
社
長
連
座
し
金
融
上
一
時
中
心
人
物
を
失
い
た
る
為
捗
々
敷
進
展
を
見
ず
殊
に
当
時
工
事
続
行
中
な
り

し
を
以
て
将
来
の
払
込
金
を
以
て
一
部
分
の
回
収
に
充
つ
る
の
約
に
て
地
方
事
業
の
関
係
上
一
時
貸
増
を
致
候
処
昨
春
来
財
界
深

刻
な
る
不
況
は
払
い
込
み
徴
収
す
る
こ
と
不
可
能
の
状
態
に
陥
り
同
社
の
一
大
眼
目
た
る
桑
名
､
名
古
屋
間
の
幹
線
も
今
尚
開
通

の
域
に
達
せ
ず
為
に
去
る
六
月
末
株
主
総
会
を
開
き
て
優
先
株
発
行
に
因
る
増
額
を
決
議
し
県
外
に
於
け
る
有
力
な
る
株
主
を
求

め
之
に
依
て
同
社
の
目
的
遂
行
に
努
力
中
の
状
況
に
有
之
候
に
付
き
此
際
急
激
に
回
収
を
行
は
ん
か
同
社
の
営
業
に
支
障
を
来
す

の
虞
あ
る
を
以
て
名
古
屋
線
開
通
(
昭
和
七
年
中
に
開
通
の
見
込
み
)
を
保
て
払
い
込
み
そ
の
他
の
方
法
に
依
り
漸
次
回
収
可
致

方
針
に
御
座
候

171



資 料
一
､
静
岡
電
気
鉄
道
株
式
会
社

金
額
一
､
七
〇
〇
､
0
0
0
､
0
0

同
社
に
対
す
る
貸
出
金
は
県
外
放
出
の
資
金
に
も
有
之
極
力
回
収
に
努
め
足
る
も
不
幸
同
社
専
務
取
締
役
熊
澤
一
衛
は
昭
和
四
年

九
月
伊
勢
電
鉄
社
長
と
し
て
疑
獄
事
件
に
連
座
せ
る
為
金
融
の
中
心
を
失
い
引
続
き
財
界
の
不
況
ほ
容
易
に
回
収
の
実
現
を
見
る

に
至
ら
ず
殊
に
同
社
の
無
配
は
払
い
込
み
金
徴
収
不
可
能
に
帰
し
居
れ
る
情
勢
な
る
を
以
て
漸
次
幾
分
宛
に
て
も
入
金
せ
し
む
る

の
方
針
に
有
之
且
既
に
熊
澤
一
衛
の
当
行
重
役
退
任
に
よ
り
現
在
に
於
い
て
は
重
役
関
係
情
実
全
然
無
之
に
付
之
が
回
収
実
現
に

努
力
中
に
有
之
侯

一
､
四
日
市
商
事
株
式
会
社
金
額
一
､
六
六
〇
､
八
八
六
､
0
0

同
社
に
対
し
て
は
極
力
回
収
を
迫
り
居
る
も
時
節
柄
回
収
困
難
に
有
之
侯
待
共
漸
次
回
収
実
行
可
致
侯

一
､
武
藤
嘉
門

金
額
八
八
四
､
〇
四
五
､
八
五

一
､
大
成
肥
料
株
式
会
社
金
額
一
三
八
､
四
五
〇
､
0
0

右
二
口
共
県
外
放
資
な
る
を
以
て
回
収
を
急
ぎ
来
た
り
侯
処
岐
阜
県
下
の
金
融
界
の
動
揺
に
依
り
目
下
借
換
え
困
難
の
状
態
に
あ

る
を
以
て
暫
く
回
収
を
見
送
り
是
等
の
事
情
止
み
次
第
透
か
さ
ず
回
収
致
可
方
針
に
有
之
侯

次に東
海
電
線
株
式
会
社
に
対
す
る
三
口
に
て
金
額
二
九
､
五
〇
〇
､
0
0
延
滞
分
は
昨
春
手
形
の
連
帯
保
証
人
中
死
亡
者
あ
り
た

る
為
保
証
責
任
上
書
換
え
手
形
に
保
証
の
調
印
を
徹
し
難
く
会
社
の
懇
請
を
容
れ
利
息
の
み
受
領
し
今
日
に
至
る
も
同
社
は
前
季

末
に
於
い
て
住
友
電
線
会
社
と
提
携
成
り
本
年
十
一
月
十
五
日
ま
で
に
住
友
電
線
会
社
に
於
い
て
経
営
の
こ
と
に
契
約
締
結
致
侯

に
付
同
社
債
務
に
対
す
る
連
帯
保
証
人
の
各
自
負
担
額
も
漸
く
内
面
的
に
決
定
し
た
る
を
以
て
遅
く
と
も
右
十
一
月
十
五
日
ま
で

に
は
確
実
に
回
収
致
可
侯
事
と
相
成
り
居
れ
る
を
以
て
手
形
書
換
え
を
為
さ
ず
共
感
に
致
居
候
次
第
に
付
回
収
不
能
或
ほ
困
難
な
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る
も
の
に
は
無
之
侯

四
日
市
商
事
株
式
会
社
に
対
す
る
二
ロ
に
て
五
〇
､
0
0
0
-
は
既
に
昨
年
十
二
月
二
十
七
日
同
社
振
出
手
形
に
書
換
え
済
み
に

有
之
侯

(
以
下
略
)

[
史
料
一
七
]

昭
和
九
年
十
一
月
十
五
日
大
蔵
省
検
査
官
提
出
書
類

四
日
市
銀
行
調
査
部

一
､
休
業
の
動
機
並
に
当
時
の
状
況

熊
澤
一
衛
氏
が
当
行
頭
取
に
就
任
以
来
郷
土
の
産
業
及
び
交
通
撥
関
の
開
発
を
畢
生
の
事
業
と
成
し
た
る
関
係
上
同
人
並
に
関
係

会
社
に
対
す
る
当
行
の
貸
出
は
著
し
く
多
額
に
上
る
に
至
れ
り
預
金
も
又
昭
和
四
年
上
期
に
は
四
千
万
円
と
な
り
最
高
の
記
録
を

示
し
た
る
も
昭
和
四
年
氏
が
私
鉄
疑
獄
事
件
に
連
座
せ
る
や
爾
来
漸
次
預
金
の
減
少
を
来
せ
り
昭
和
六
年
下
期
に
入
り
財
界
極
度

の
不
安
､
各
地
金
融
界
の
動
揺
あ
り
て
熊
澤
関
係
に
多
額
の
貸
出
を
有
せ
る
当
行
は
先
ず
同
業
者
の
警
戒
を
受
け
て
為
替
取
引
の

円
滑
を
欠
き
延
い
て
預
金
の
緩
慢
な
る
継
続
的
引
出
し
に
遇
い
た
り
更
に
昭
和
七
年
三
月
一
日
名
古
屋
に
本
店
を
有
す
る
村
瀬
銀

行
が
突
如
預
金
払
い
戻
し
を
停
止
し
た
る
結
果
三
重
県
下
松
阪
町
及
び
宇
治
山
田
市
の
同
行
支
店
も
一
斉
に
預
金
の
払
い
戻
し
停

止
し
た
る
為
当
県
下
財
界
に
動
揺
を
釆
た
し
南
勢
方
面
の
当
行
支
店
は
預
金
の
取
付
け
に
遭
遇
し
三
月
三
日
に
は
精
々
小
康
を
得

た
る
を
以
て
或
は
此
難
関
を
切
抜
け
得
へ
き
か
と
思
わ
れ
た
る
も
翌
四
日
又
々
突
如
明
治
銀
行
の
預
金
払
い
戻
し
の
停
止
発
表
に

よ
り
中
京
財
界
空
前
の
動
揺
を
惹
起
し
人
心
極
度
の
不
安
は
銀
行
取
付
け
騒
ぎ
と
な
り
其
影
響
は
直
ち
に
当
県
下
に
波
及
し
再
び
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資 料
当
行
本
支
店
に
捗
り
急
激
な
る
預
金
の
取
付
け
を
受
け
た
る
を
以
て
支
払
い
資
金
に
不
足
を
告
げ
是
れ
が
調
達
に
努
力
し
足
る
も

此
極
度
端
な
る
財
界
の
動
揺
ほ
多
額
の
支
払
い
資
金
の
準
備
を
為
す
に
非
ざ
れ
ば
到
底
其
支
払
い
に
応
ず
る
事
あ
た
わ
ざ
る
の
状

勢
に
立
到
り
た
る
を
以
て
百
万
資
金
の
調
達
に
努
力
す
る
と
共
に
同
夜
徹
宵
緊
急
重
役
会
を
開
き
種
々
協
議
を
重
ね
た
る
も
支
払

い
資
金
を
充
実
す
る
の
暇
な
く
止
む
な
く
翌
五
日
午
前
四
時
に
至
り
本
支
店
共
預
金
の
払
い
戻
し
を
停
止
す
べ
き
事
に
決
定
し
直

ち
に
此
旨
発
表
せ
り

七
､
熊
澤
一
衛
関
係
資
金
整
理
顛
末
及
び
方
針

大
正
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
熊
澤
一
衛
当
行
頭
取
と
し
て
就
任
当
時
同
人
関
係
貸
金
百
余
万
円
な
り
し
が
概
ね
担
保
付
き
に
し

て
物
的
信
用
を
持
て
す
る
も
之
が
回
収
左
程
困
難
な
ら
ざ
り
し
が
昭
和
三
年
同
人
伊
勢
電
鉄
会
社
経
営
の
任
に
当
た
る
に
及
び
其

他
関
係
諸
会
社
を
背
景
と
し
た
る
同
人
の
信
用
に
対
し
貸
金
益
々
増
加
し
昭
和
四
年
二
月
に
於
て
弐
百
八
拾
六
万
参
百
参
拾
五
円

参
拾
参
銭
の
貸
付
金
あ
り
し
が
当
時
同
人
信
用
､
物
的
共
に
薄
か
ら
ざ
り
し
を
以
て
逐
次
貸
付
金
の
増
加
を
見
昭
和
四
年
九
月
十

二
日
同
人
私
鉄
事
件
勃
発
当
時
既
に
｣
ハ
百
参
拾
七
万
千
五
百
九
十
六
円
九
拾
九
銭
の
貸
金
あ
り
昭
和
五
年
一
月
二
十
五
日
関
係
貸

金
全
部
に
対
し
減
額
或
ほ
保
証
を
条
件
と
し
て
後
任
頭
取
三
輪
緩
に
対
し
念
書
を
差
入
れ
頭
取
を
辞
任
し
た
り
し
が
当
時
最
高
七

百
八
十
九
万
七
千
九
百
六
十
七
円
弐
拾
銭
の
貸
金
あ
り
爾
来
上
記
差
入
証
に
基
づ
き
同
人
所
有
に
か
か
る
書
画
､
骨
董
及
び
不
動

産
を
担
保
と
し
て
提
供
せ
し
め
一
方
百
余
万
円
を
回
収
し
た
る
が
昭
和
七
年
三
月
五
日
当
行
休
業
当
時
ほ
貸
金
総
額
六
百
七
拾
参

万
弐
千
五
百
弐
円
九
拾
参
銭
と
な
り
其
間
担
保
価
格
著
し
く
下
落
し
甚
だ
し
き
は
無
価
値
の
株
式
あ
り
同
貸
金
に
対
し
担
保
価
格

僅
か
に
参
百
五
万
余
円
の
処
他
に
資
産
と
し
て
み
る
べ
き
も
の
ほ
と
ん
で
無
く
回
収
全
く
困
難
に
陥
り
た
る
を
以
て
昭
和
七
年
上

半
期
に
於
て
内
面
的
に
弐
百
六
拾
弐
万
参
千
八
百
弐
拾
円
参
拾
八
銭
を
錦
却
し
更
に
担
保
処
分
に
よ
り
回
収
を
計
り
た
る
も
前
陳

の
如
く
担
保
株
式
の
内
価
格
殆
ど
無
価
値
の
も
の
あ
り
担
保
品
の
大
部
分
を
占
む
る
伊
勢
電
鉄
株
の
如
き
ほ
当
時
既
に
株
価
下
落
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●著
し
く
高
潮
時
に
比
し
僅
か
に
五
分
の
一
の
価
値
と
な
れ
る
を
以
て
貸
付
金
の
幾
分
す
ら
之
を
充
す
こ
と
能
わ
ず
止
む
な
く
七
年

下
半
期
に
於
て
再
び
百
弐
拾
八
万
六
千
弐
百
七
拾
六
円
四
拾
銭
を
鏑
却
し
一
方
出
来
得
る
限
り
動
産
､
不
動
産
担
保
を
処
分
し
て

回
収
に
努
め
た
る
結
果
当
行
休
業
以
来
担
保
処
分
に
よ
り
仮
受
金
と
し
て
存
す
る
も
の
百
拾
六
万
五
百
五
拾
五
円
四
銭
､
回
収
に

よ
る
貸
金
減
少
額
五
拾
万
参
千
七
百
八
拾
参
円
五
拾
参
銭
に
し
て
昭
和
九
年
十
一
月
現
在
同
人
関
係
貸
付
金
六
百
弐
拾
弐
万
八
千

七
百
拾
九
円
四
拾
銭
に
対
し
担
保
価
格
僅
か
に
百
六
拾
九
万
百
八
拾
九
円
六
拾
銭
と
な
り
今
日
に
及
べ
り

当
行
整
理
に
関
し
て
は
伊
勢
電
関
係
と
熊
澤
関
係
と
は
重
大
の
関
連
を
な
す
も
の
あ
る
を
以
て
両
関
係
に
就
い
て
は
極
力
回
収
方

針
を
定
む
べ
き
も
の
な
る
も
如
何
せ
ん
熊
澤
関
係
は
担
保
価
格
の
下
落
せ
る
と
同
人
資
産
皆
無
な
る
と
は
最
早
殆
ど
手
を
下
す
に

術
な
く
殊
に
現
在
残
存
せ
る
担
保
は
不
動
産
及
び
伊
勢
電
鉄
株
を
主
た
る
も
の
と
し
て
是
亦
容
易
に
処
分
す
る
事
を
得
ず
強
い
て

売
却
処
分
せ
ん
が
更
に
著
し
く
価
値
を
下
す
も
の
あ
り
之
が
為
急
に
処
分
す
る
こ
と
能
わ
ず
時
を
得
て
担
保
処
分
に
よ
り
回
収
す

る
の
外
他
に
採
る
べ
き
方
法
な
き
状
態
と
な
れ
り

昭
和
四
年
二
月
以
降
熊
澤
関
係
貸
金
表

年次

昭
和
四
年
二
月

同

十月

五
年
一
月

六
年
十
月

七
年
三
月

貸
付
金

二
､
八
六
〇
､

六
､
三
七
一
､

七
､
八
九
七
､

六
､
六
六
九
､

六
､
七
三
二
､

三
三
五
円

五
九
ユ
ハ

九
六
七

六
三
三

五
〇
二

担
保
価
格

三
､
九
四
二
､
六
三
〇
円

五
､
一
〇
五
､
二
八
九

六
､
一
三
九
､
五
七
二

三
､
六
五
九
､
九
七
三

三
､
〇
五
一
､
六
二
八

昭
年
九
年
十
一
月
現
在
同
人
関
係
貸
金
表
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資 料
一
ハ
､
二
二
八
､
七
一
九
円

内

二
､
八
〇
五
､
四
七
二
円

総
貸
付
金
(
錦
却
せ
し
も
の
も
含
む
)

熊
澤
関
係
口
(
一
､
九
六
八
､
二
七
二
門
銘
却
を
含
む
)

176

此
担
保
価
格
五
六
一
､
五
四
三
円

内

三
､
四
二
三
､
二
四
六
円

担
保
品
三
八
六
､
四
八
〇
円

同
売
却
金
二
二
五
､
〇
六
六
円

熊
澤
殖
産
ロ
(
一
､
九
四
一
､
八
二
四
銘
却
を
含
む
)

此
担
保
価
格
一
､
〇
七
八
､
六
四
三
円
担
保
品

六
一
〇
､

同
売
却
金
四
六
七
､

両
日
貸
金
計
二
､
三
一
八
､
｣
ハ
二
二
円
(
銘
却
を
差
引
)

此
担
保
品
価
格
一
､
六
四
〇
､
一
八
九
円

八
九
九
円

七
四
四
円

[
史
料
一
八
]

答
申
書株
式
会
社
四
日
市
銀
行

第
一
､
不
確
実
資
産
の
整
理
に
関
す
る
件

当
行
資
産
中
に
ほ
別
表
の
通

(
一
)
欠
損
見
込
額

一
〇
､
〇
三
六
､
九
九
一
円
余

(
二
)
固
定
額

(
三
)
要
整
理
額

六
､
三
四
一
､
四
六
七
円
余

二
､
四
八
七
､
五
二
九
円
余

●

●

●
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計

一
八
､
八
｣
ハ
五
､
九
八
八
円
余

を
包
蔵
せ
り
と
認
め
ら
る
右
(
一
)
に
対
す
る
舗
却
補
填
填
の
方
法
並
び
に
時
期
(
二
)
に
対
す
る
回
収
の
時
期
及
び
整
理
の
結

果
回
収
不
能
の
も
の
を
生
じ
た
る
場
合
に
於
け
る
銘
却
補
填
の
方
法
並
び
に
時
期
(
三
)
に
対
す
る
整
理
の
方
法
並
び
に
時
期
を

問ふ
答本

件
に
関
し
て
は
直
ち
に
御
答
申
し
兼
ね
候
に
付
追
っ
て
重
役
会
に
お
い
て
慎
重
協
議
の
上
十
二
月
十
五
日
迄
に
追
申
可
致
侯

第
二
､
対
外
債
務
の
支
払
資
源
に
関
す
る
件

当
行
は
現
在
前
項
に
指
摘
せ
る
如
く
多
額
の
不
確
実
資
産
を
包
蔵
せ
る
結
果
総
資
産
(
払
込
未
済
資
本
金
を
除
く
)
中
よ
り
欠
損

見
込
み
額
､
要
整
理
額
､
(
借
受
金
又
は
預
金
と
相
殺
す
べ
き
も
の
)
及
び
固
定
額
の
内
二
割
を
欠
損
に
帰
す
る
も
の
と
し
て
控
除

す
る
と
き
は
純
資
産
総
額
は
約
八
､
〇
九
九
千
円
と
な
り
現
存
対
外
債
務
総
額
(
預
金
中
相
殺
す
べ
き
も
の
を
険
し
)
約
二
､

六
九
三
千
円
に
対
比
し
約
三
､
五
九
四
千
円
の
不
足
を
生
ず
べ
く
更
に
整
理
預
金
に
対
す
る
将
来
の
利
息
及
び
整
理
案
実
行
終
期

迄
の
経
費
及
び
借
入
金
利
息
等
を
見
込
む
と
き
は
実
に
四
､
八
七
一
千
円
の
不
足
額
を
生
ず
べ
し
仮
令
信
託
提
供
財
産
一
､
六
〇

〇
千
円
(
総
額
二
､
0
0
0
千
円
中
二
割
を
欠
損
と
見
込
む
)
を
支
払
資
源
に
加
算
す
る
も
の
と
す
る
も
尚
三
､
二
七
一
千
円
に

上
る
資
源
不
足
を
生
ず
斯
る
当
行
の
現
況
に
鑑
み
る
と
き
ほ
対
外
債
務
の
完
全
な
る
履
行
は
頗
る
困
難
な
り
と
認
め
ら
る
る
が
果

し
て
如
何
な
る
対
策
を
有
す
る
や
明
確
な
る
答
弁
を
求
む

答本
件
に
関
し
て
は
直
ち
に
御
答
申
申
し
兼
ね
侯
に
付
追
而
重
役
会
を
開
き
慎
重
協
議
の
上
十
二
月
十
五
日
迄
に
追
申
可
致
侯

第
三
､
預
金
支
払
い
資
金
調
達
計
画
に
関
す
る
件
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資 料
当
行
資
産
の
現
状
よ
り
し
て
整
理
案
に
基
づ
く
預
金
払
い
戻
し
資
金
の
調
達
は
本
年
下
半
期
及
び
昭
和
十
年
上
期
分
に
付
い
て
は

差
し
て
難
事
に
非
る
が
如
き
も
同
年
下
期
以
降
に
於
い
て
ほ
資
金
化
困
難
な
る
不
動
産
､
株
式
等
を
担
保
と
す
る
債
権
の
回
収
又

は
回
収
困
難
な
る
無
担
保
債
権
の
取
り
立
て
或
は
資
金
化
困
難
な
る
所
有
不
動
産
の
処
分
等
に
ま
た
ぎ
る
可
ら
ざ
る
を
以
て
資
金

の
調
達
は
逐
次
困
難
に
陥
る
べ
く
遠
か
ら
ず
し
て
整
理
実
の
実
行
に
多
大
の
支
障
を
来
す
や
必
せ
り
､
之
に
対
し
て
は
予
め
充
分

対
策
を
講
じ
此
難
関
を
切
り
抜
く
べ
き
用
意
緊
切
な
り
と
認
め
ら
る
る
が
果
し
て
如
何
な
る
計
画
あ
り
や
具
体
的
に
答
弁
を
求
む

答

本
件
に
関
し
て
ほ
直
ち
に
御
答
申
申
し
兼
ね
候
に
付
追
而
重
役
会
に
於
い
て
開
き
慎
重
協
議
の
上
十
二
月
十
五
日
迄
に
追
申
可
致

侯第
四
､
預
金
支
払
い
保
証
の
為
役
員
よ
り
提
供
に
関
わ
る
不
動
産
二
百
万
円
の
信
託
手
続
き
遅
延
に
関
す
る
件

(
略
)

第
五
､
伊
勢
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
対
す
る
貸
付
金
整
理
に
関
す
る
件

当
行
の
伊
勢
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
対
す
る
貸
付
金
は
現
在
四
､
二
二
〇
､
六
二
五
円
の
多
額
に
達
し
内
三
十
四
万
円
に
付
い
て

は
三
重
鉄
道
株
式
(
時
価
約
二
三
二
､
五
八
〇
円
)
を
担
保
に
徹
せ
る
は
か
大
部
分
は
無
担
保
な
り
而
し
て
同
社
は
目
下
整
理
途

上
に
あ
り
て
之
が
回
収
は
極
め
て
困
難
な
る
実
状
に
在
る
に
不
拘
之
に
対
す
る
処
置
ほ
極
め
て
緩
慢
姑
息
な
る
嫌
い
あ
り
､
今
後

之
が
之
が
回
収
整
理
に
付
い
て
如
何
な
る
対
策
を
講
ぜ
ん
と
す
る
や

答

本
件
に
関
し
て
は
直
ち
に
御
答
申
申
し
兼
ね
候
に
付
追
っ
て
重
役
会
に
於
て
慎
重
協
議
の
上
十
二
月
十
五
日
迄
に
追
申
可
致
侯

第
六
､
多
額
の
伊
勢
電
鉄
株
式
を
興
銀
へ
差
入
れ
居
れ
る
件
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(
質
問
､
答
､
略
)

第
七
､
重
役
行
員
関
係
貸
出
の
整
理
に
関
す
る
件

新
旧
重
役
行
員
関
係
貸
出
ほ
速
や
か
に
整
理
回
収
を
遂
げ
預
金
支
払
い
資
源
に
充
当
す
べ
き
に
不
拘
尚
是
等
貸
出
金
の
整
理
は
極

め
て
緩
慢
遅
々
た
る
も
の
あ
り
右
は
甚
だ
不
適
当
に
付
き
一
層
之
が
回
収
整
理
の
促
進
を
期
す
る
の
要
あ
り
と
認
む
処
置
方
針
如

何尚
右
の
内
左
記
債
権
に
付
い
て
は
特
に
整
理
に
関
す
る
具
体
的
方
法
を
問
ふ

記

熊
澤
殖
産
株
式
会
社

同

銘
却
分

四
日
市
商
事
株
式
会
社

同

鋪
却
分

熊
澤
一
衛
関
係

同

鏑
却
分

小
津
清
左
衛
門

三
輪
綜

吉
田
伊
兵
衛

一
､
四
八
四
､

一
､
九
四
一
､

三
七
八
､

七
二
二
､

九
八
五
､

三
､
五
六
八
､

五
〇
四
､

三
七
六
､

四
二
二
円
､
0
〇

八
二
四
､
四
〇

二
三
九
､
一
五

二
三
三
､
四
六

五
一
六
､
三
二

二
七
二
､
三
八

三
九
四
､
二
八

四
九
七
､
三
二

二
八
九
､
七
九
四
､
三
八

答

本
件
に
関
し
て
は
直
ち
に
御
答
申
申
し
兼
ね
侯
に
付
追
っ
て
重
役
会
に
於
て
慎
重
協
議
の
上
十
二
月
十
五
日
迄
に
追
申
可
致
侯
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第
八
､
預
金
証
書
売
買
に
関
す
る
件

(
第
八
問
か
ら
第
一
八
問
は
､
問
､
答
を
略
)

第
九
､
預
金
特
別
買
入
れ
に
関
す
る
件

第
十
､
貸
付
金
と
買
入
預
金
と
の
相
殺
割
合
多
き
に
失
す
る
件

第
十
一
､
整
理
案
未
承
諾
預
金
者
に
関
す
る
件

第
十
二
､
所
有
不
動
産
資
金
化
に
関
す
る
件

第
十
三
､
借
入
金
返
済
計
画
に
関
す
る
件

第
十
四
､
営
業
所
並
び
に
使
用
人
の
整
理
に
関
す
る
件

第
十
五
､
貸
付
金
利
息
を
預
金
証
書
を
以
て
収
入
の
整
理
を
為
せ
る
件

第
十
六
､
現
金
勘
定
の
取
扱
に
関
す
る
件

第
十
七
､
四
日
市
銀
行
後
援
同
盟
会
と
の
関
係
に
関
す
る
件

第
十
八
､
そ
の
他
の
不
備
事
項

右
答
申
侯
也

昭
和
九
年
十
二
月
五
日

三
重
県
四
日
市
市
蔵
町
参
千
参
百
九
拾
四
番
地

株
式
会
社
四
日
市
銀
行
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専
務
取
締
役

常
務
取
締
役

吉
田
伊
兵
衛

小池
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戦間期における地方銀行の破綻と再生に関する史料

取
締
役

同同同常
任
監
査
役

監
査
役

同

銀
行
検
査
官

三輪

桜

山
中
博
四
郎

森
寺
喜
兵
衛

小
津
清
左
衛
門

伊
藤
喜
太
郎

三
輪
安
之
助

堀井

繁夫

橋
本
昂
蔵
殿

[
史
料
一
九
]

日
銀
名
古
屋
支
店
長
か
ら
総
裁
宛
の
報
告
(
昭
和
十
四
年
八
月
三
〇
日
)

四
日
市
市
所
在
四
日
市
銀
行
更
生
運
動
に
就
い
て
ほ
予
而
(
一
)
整
理
預
金
の
払
い
戻
し
又
は
確
た
る
払
戻
実
作
成
､
(
二
)
地
元

有
力
者
が
株
式
を
引
受
け
且
つ
進
ん
で
預
金
を
為
す
こ
と
､
(
三
)
経
営
並
び
に
資
金
関
係
に
付
て
は
有
力
銀
行
と
相
当
の
連
絡
を

保
つ
こ
と
､
等
を
注
意
致
し
置
き
た
る
処
銀
行
当
事
者
の
外
地
元
知
事
､
市
長
､
商
工
会
議
所
等
よ
り
も
度
々
案
を
具
し
て
大
蔵

省
に
運
動
を
続
け
た
る
を
以
て
初
め
消
極
的
な
り
し
大
蔵
省
も
一
応
内
容
を
取
り
調
べ
ら
る
ゝ
こ
と
ゝ
な
り
､
七
月
七
日
よ
り
十

日
間
､
検
査
官
釆
検
､
所
有
不
動
産
､
株
式
､
其
他
資
産
負
債
を
検
査
せ
ら
れ
､
同
市
有
力
者
と
も
会
見
せ
ら
れ
た
り
､
其
後
不

備
事
項
実
行
を
努
力
の
結
果
､
八
月
二
五
日
銀
行
局
長
よ
り
三
重
県
知
事
に
同
行
更
生
を
許
す
旨
の
申
渡
し
あ
り
､
知
事
ほ
昨
二

十
九
日
県
庁
に
関
係
者
､
伊
藤
俸
七
､
九
鬼
紋
七
､
小
菅
弘
等
を
召
集
し
て
大
蔵
省
の
示
さ
れ
た
る
左
記
条
件
を
申
渡
し
一
同
大
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体
之
を
了
承
､
同
行
更
生
に
努
力
す
る
こ
と
1
な
り
た
る
趣
な
り
､
尚
今
後
の
情
勢
其
他
其
都
度
御
報
告
可
中
上
侯
也

記
四
日
市
銀
行
更
生
条
件

(
略
)
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[
史
料
二
〇
]

昭
和
拾
四
年
九
月
七
日
附

住
友
銀
行
よ
り
当
行
宛
書
面
写

陳
老
九
月
五
日
御
書
面
を
以
て
御
中
越
の
件
拝
承
御
来
示
の
通
り
貴
行
御
更
生
の
上
は
弊
行
に
於
て
御
後
援
可
中
上
侯
就
い
て
は

左
記
事
項
御
了
承
相
成
度
為
念
申
添
候

一
､
差
当
り
貴
行
減
資
後
の
株
式
壱
万
株
を
貴
行
に
於
て
調
達
当
行
に
譲
渡
す
る
こ
と

一
､
差
当
り
代
表
取
締
役
(
常
務
重
役
)
一
名
取
締
役
支
配
人
一
名
監
査
役
一
名
を
当
行
よ
り
推
挙
す
る
こ
と

一
､
一
定
額
以
上
の
貸
金
取
引
量
要
職
員
の
任
免
株
主
総
会
議
案
其
他
重
要
な
る
事
項
は
事
前
に
当
行
と
打
合
せ
を
な
す
こ
と

以上

[
史
料
二
一
]

日
本
銀
行
名
古
屋
支
店
長
か
ら
総
裁
宛
報
告
(
昭
和
1
4
･
1
0
･
2
7
)

四
日
市
銀
行
更
生
に
閲
し
大
蔵
省
へ
申
請
の
件
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四
日
市
銀
行
は
本
月
三
十
日
大
株
主
会
(
二
百
株
以
上
の
株
主
)
開
催
の
予
定
な
り
し
処
､
準
備
の
都
合
上
､
十
一
月
二
日
に

延
期
､
従
っ
て
十
一
月
十
五
日
同
行
創
立
記
念
日
に
開
催
の
予
定
な
り
し
更
生
案
議
決
の
臨
時
株
主
総
会
も
同
月
一
八
日
頃
に
延

期
致
す
こ
と
ゝ
し
､
商
号
の
変
更
(
一
案
は
三
重
銀
行
)
其
他
の
関
係
事
項
に
付
大
蔵
省
へ
夫
々
申
請
致
候

一
､
整
理
実
に
付
て
ほ
予
て
御
報
告
中
上
置
侯
処
､
同
行
の
減
資
に
付
い
て
は
甫
め
大
蔵
省
は
五
分
の
一
に
減
資
を
指
示
せ
ら
れ

た
る
が
､
同
行
の
不
動
産
､
有
価
証
券
の
値
上
が
り
に
て
､
資
産
状
態
良
好
と
な
り
た
る
為
､
左
の
如
く
四
分
の
一
減
資
実
に
変

更
し
て
大
蔵
省
に
承
認
を
仰
ぐ
こ
と
と
致
侯

現
在
公
称
資
本
金

一
〇
､
0
0
0
､
0
0
0
円
払
込
七
､
五
二
五
､
0
0
0
円

減
資
後
公
称
資
本
金

一
､
八
八
一
､
二
五
〇

〝
一
､
八
八
一
､
二
五
〇

(
全
額
払
込
済
と
す
)

切
捨
株
金
額

五
､
六
四
三
､
七
五
〇

一
､
大
蔵
省
の
指
示
に
拠
る
同
行
所
有
交
通
株
及
び
四
日
市
市
内
所
在
の
不
動
産
を
参
急
に
譲
渡
す
る
件
は
(
以
下
略
)

一
､
同
行
整
理
預
金
は
三
､
二
九
四
千
円
､
此
間
時
効
に
よ
る
切
捨
見
込
額
七
七
千
円
を
控
除
､
支
払
い
所
要
高
三
､
二
一
七
千

円
に
有
之
､
右
預
金
は
開
業
の
際
支
払
ふ
べ
き
の
処
従
来
の
整
理
預
金
支
払
の
例
に
依
り
十
二
月
二
十
日
よ
り
支
払
開
始
の
こ
と

に
致
慶
大
蔵
省
に
申
請
致
侯
右
預
金
中
県
信
聯
分
五
〇
〇
千
円
は
県
よ
り
斡
旋
せ
ら
れ
て
再
預
入
せ
ら
る
1
筈
の
由
に
て
､
其
他

歩
留
り
は
五
〇
〇
千
円
位
は
あ
ら
ん
か
と
見
居
れ
､
結
局
合
計
一
､
0
0
0
千
円
位
は
留
ま
る
見
込
の
由
に
侯

一
､
而
し
て
右
開
業
資
金
と
し
て
前
期
の
参
急
に
対
す
る
不
動
産
､
株
式
譲
渡
代
金
四
､
五
入
六
千
円
中
藤
本
証
券
､
北
紀
銀
行

借
入
返
済
四
〇
〇
千
円
を
差
引
き
た
る
四
､
一
入
六
千
円
及
び
住
友
其
他
新
重
役
持
株
払
込
金
五
七
五
千
円
合
計
四
､
七
六
一
千

円
を
有
し
､
之
に
対
し
て
整
理
預
金
三
､
二
九
四
千
円
(
内
時
効
完
成
七
七
千
円
､
及
歩
留
り
､
見
込
県
信
聯
分
五
〇
〇
千
円
､
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其
他
分
五
〇
〇
千
円
)
外
に
勧
銀
借
入
金
四
八
〇
千
円
を
有
す
る
も
の
に
有
之
侯

一
､
新
重
役
の
顔
触
れ
に
付
い
て
は
会
長
伊
藤
俸
七
氏
､
頭
取
九
鬼
紋
七
氏
に
定
ま
り
居
り
し
筈
な
り
し
が
､
其
後
九
鬼
側
､
小

菅
側
両
者
間
に
事
情
生
じ
､
会
長
､
頭
取
共
今
少
し
し
っ
く
り
と
定
ま
ら
ざ
る
ま
1
重
役
改
選
の
申
請
を
提
出
せ
る
模
様
に
侯

尚
住
友
銀
行
よ
り
ほ
専
務
取
締
に
安
部
新
吉
郎
氏
(
住
友
銀
行
小
倉
支
店
長
､
至
極
温
厚
の
人
物
と
謂
は
る
)
､
取
締
役
兼
支
配

人
に
杉
山
芳
之
助
氏
(
名
古
屋
門
前
町
支
店
長
代
理
)
､
監
査
役
に
原
安
一
氏
(
本
店
営
業
部
長
)
入
る
こ
と
1
相
成
居
れ
る
が
､

甫
め
重
役
鐙
衡
に
際
し
､
住
友
側
ほ
少
数
重
役
説
を
主
張
し
た
る
処
､
伊
藤
博
七
氏
は
住
友
ほ
四
分
の
一
の
株
主
に
対
し
三
人
も

重
役
を
入
る
ゝ
な
ら
ば
､
釣
合
上
地
元
重
役
を
増
加
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
為
し
て
､
地
元
側
を
増
し
た
る
も
の
の
由
な
れ
ば
､
尚

重
役
の
顔
触
れ
に
は
他
に
一
人
二
人
新
た
に
割
込
み
又
ほ
多
少
の
変
更
を
見
る
や
も
図
ら
れ
ざ
る
模
様
に
侯

尚
住
友
銀
行
ほ
本
月
二
十
九
日
よ
り
検
査
を
始
む
る
由
に
侯

一
､
其
後
小
池
氏
(
昭
和
九
年
二
月
､
四
日
市
銀
行
の
専
務
取
締
役
に
就
任
し
現
在
に
至
る
)
は
1
知
事
の
手
早
く
斡
旋
に
拠
り

住
友
銀
行
に
急
角
度
に
転
回
し
た
る
当
時
の
事
情
巳
む
を
得
ざ
り
し
こ
と
を
述
べ
､
且
確
定
以
前
に
大
蔵
省
､
日
銀
に
一
1
了
解

を
求
め
置
く
べ
く
知
事
に
申
し
た
る
も
､
知
事
は
極
ま
り
し
上
な
ら
で
ほ
申
出
で
ら
れ
ず
と
云
ふ
意
見
に
て
共
感
に
進
行
せ
ら
れ

た
る
は
誠
に
不
念
の
こ
と
1
深
く
申
訳
な
く
感
じ
居
れ
り
､
尚
銀
行
の
店
舗
網
に
は
系
統
あ
る
こ
と
な
れ
ば
現
状
を
乱
さ
ゞ
る
様
､

極
め
て
慎
重
に
経
営
致
し
度
｣
と
申
し
侯
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[
史
料
二
二
]

昭
和
十
四
年
十
一
月
二
十
四
日
付

商
第
三
三
二
〇
号

三
重
県
経
済
部
長
通
牒
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当
行
更
生
開
業
条
件

記一
､
今
後
重
役
の
選
任
､
退
任
に
付
い
て
は
予
め
当
省
の
承
認
を
受
く
る
こ
と

二
､
毎
期
の
決
算
に
付
い
て
は
公
表
前
当
省
の
承
認
を
受
く
る
こ
と

三
､
営
業
地
盤
は
四
日
市
市
を
中
心
と
す
る
北
勢
地
方
に
限
る
こ
と

四
､
住
友
銀
行
よ
り
の
援
助
は
経
営
の
独
立
性
を
奪
は
る
る
虞
あ
る
か
如
き
方
法
に
依
ら
ざ
る
こ
と

五
､
今
後
地
方
金
融
殊
に
中
小
金
融
に
主
力
を
注
ぐ
と
共
に
苛
も
地
方
金
融
界
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
が
如
き
こ
と
な
き
様
十
分
留

意
す
る
こ
と

六
､
左
記
事
項
ほ
此
際
実
行
す
る
こ
と

㈹
和
議
預
金
並
借
入
金
は
直
ち
に
全
額
支
払
い
を
な
す
こ
と

伺
預
金
そ
の
他
の
無
担
保
債
務
の
支
払
い
確
保
の
た
め
重
役
よ
り
信
託
提
供
し
た
る
不
動
産
の
返
還
は
和
議
預
金
の
完
済
後

に
な
す
こ
と

い
吉
田
伊
兵
衛
保
証
に
係
わ
る
吉
田
順
吉
に
対
す
る
貸
付
金
の
回
収
残
七
､
四
三
四
は
銘
却
せ
る
趣
な
る
が
保
証
人
ほ
引
続

き
重
役
に
留
任
の
予
定
な
る
を
以
て
右
貸
付
を
錦
却
す
る
は
穏
当
な
ら
ざ
る
様
被
認
に
付
相
当
措
置
を
講
じ
回
収
に
務
る
こ
と

[
史
料
二
三
]

日
本
銀
行
名
古
屋
支
店
長
か
ら
総
裁
宛
報
告
(
昭
和
1
4
･
1
2
･
2
8
)

三
重
銀
行
(
四
日
市
銀
行
改
称
)
更
生
開
業
の
件
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三
重
銀
行
ほ
予
定
通
り
本
日
更
生
開
業
し
た
る
処
､
恰
も
歳
末
の
事
連
預
金
者
押
掛
ケ
店
頭
可
成
り
混
雑
し
た
る
模
様
に
て
現
金

引
出
要
求
多
か
り
し
も
一
方
亦
関
急
が
通
知
預
金
二
十
万
円
を
為
し
た
る
を
首
め
新
規
預
入
及
振
替
預
入
れ
も
相
当
あ
り
た
る
等

に
て
営
業
時
間
後
相
当
経
過
し
た
る
後
も
整
理
付
か
ず
取
扱
計
数
尚
未
詳
に
有
之
､
但
本
月
二
十
二
日
付
け
御
報
告
中
上
置
侯
通

り
支
払
い
準
備
(
三
､
八
三
七
千
円
)

に
は
懸
念
無
き
筈
に
有
之
侯

右
不
取
敢
御
報
告
中
上
侯
也

186

●


